
二十連太鼓　街にぎわう二十連太鼓　街にぎわう

［主な内容］
● 子育て支援事業のご案内
● 春の叙勲・危険業務従事者叙勲受章者のご紹介
● 「ふるさと納税」制度のお知らせ
● ミューズパークプールの利用カードを発行します
● 『吉田・大田地区乗合タクシー』の運行を開始！
● ちちぶ“おもてなし”だより

［市の人口］
70,615人
男=34,558人
女=36,057人
前月比－161人

［世帯数］
26,303世帯
前月比＋７世帯

平成20年５月１日現在
（人口・世帯数は
外国人登録を含む）

発行所　秩父市役所　電話 0494－22－2211（代表）
　　　　〒368－8686  埼玉県秩父市熊木町 8 番15号
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❷2008年6月号

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
は
、
地
域
の
子
育
て
を
応
援
す
る

た
め
の
、
育
児
の
援
助
を
し
て
ほ
し
い

方
と
支
援
で
き
る
方
と
を
つ
な
ぐ
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
員
組
織
で
す
。

　

４
月
か
ら
、「
病
後
児
預
か
り
保
育
」

の
利
用
料
を
市
が
半
額
補
助
し
、
保
護

者
の
方
の
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
等
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

対　

象

　

病
気
の
回
復
期
に
あ
る
生
後
６
か
月

〜
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
の

保
護
者

利
用
料　

平
日
（
１
時
間
当
た
り
）

　

６
０
０
円
↓
３
０
０
円

土
・
日
曜
日
・
祝
日
（
１
時
間
当
た
り
）

　

７
０
０
円
↓
３
５
０
円

基
本
時
間
外
（
１
時
間
当
た
り
）

　

１
０
０
円
増
↓
５
０
円
増
（
基
本
時

間
は
、
午
前
８
時
〜
午
後
７
時
）

※
利
用
方
法
等
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

秩
父
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
（
秩
父
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
内
）

　

☎
21

－

３
３
１
１

　市では、市民の皆さんとの協働により、誰もが明日に希望を持ち、安心して子ど
もを生み育てることができるまちづくりを進めています。そこで、「明日の笑顔は世
代をこえて！」を合言葉に、さまざまな子育て支援事業に取り組み、子育て環境の
充実を図っています。

未来を担う未来を担う
　子どもたちのために！　子どもたちのために！



❸
市報ちちぶは、町会・区の皆さんのご協力で配られています。

なお、市役所総合窓口、各総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。

　

産
前
産
後
の
お
母
さ
ん
は
、
体
へ
の

負
担
が
大
き
く
、
精
神
的
に
も
不
安
定

で
す
。
そ
こ
で
、
産
前
産
後
の
家
事
や

育
児
な
ど
の
支
援
希
望
者
と
援
助
希
望

者
を
組
織
化
し
、
相
互
援
助
活
動
を
会

員
制
で
行
う「
産
前
産
後
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
」
を
４
月
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。

依
頼
会
員　

妊
娠
中
の
方
（
母
子
健
康
手

帳
の
交
付
を
受
け
た
方
）
ま
た
は
出
産

後
６
か
月
未
満
の
方
で
お
子
さ
ん
を
自

宅
で
養
育
し
て
い
る
方

援
助
会
員　

心
身
と
も
に
健
康
、
子
育
て
に

意
欲
の
あ
る
18
歳
以
上
の
方
で
、
セ
ン
タ
ー

の
実
施
す
る
講
習
を
受
講
さ
れ
た
方

援
助
内
容

①
家
事
援
助
（
調
理
、
洗
濯
、
掃
除
、

買
い
物
等
の
日
常
的
な
家
事
）
に
関

す
る
こ
と

②
子
育
て
（
授
乳
、
お
む
つ
交
換
、
兄

弟
の
子
守
り
等
）
に
関
す
る
こ
と

③
そ
の
他
育
児
の
た
め
に
必
要
な
援
助

利
用
料
金

平
日　

７
０
０
円
（
１
時
間
当
た
り
）

土
・
日
曜
日
・
祝
日

　

８
０
０
円
（
１
時
間
当
た
り
）

基
本
時
間
外
（
１
時
間
当
た
り
）

　

１
０
０
円
増
（
基
本
時
間
は
、
午
前

８
時
〜
午
後
７
時
）

※
会
員
と
な
っ
た
方
は
、
子
育
て
相
互

援
助
活
動
補
償
保
険
に
一
括
し
て
加

入
し
ま
す
。
な
お
、
保
険
代
金
は
、

産
前
産
後
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

が
負
担
し
ま
す
。

※
利
用
方
法
等
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

産
前
産
後
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
（
秩
父
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
内
）
☎
21

－

３
３
１
１

　

お
天
気
の
良

い
日
に
永
田
・

日
野
田
・
吉
田

保
育
所
の
庭
を

開
放
し
ま
す
。

遊
具
な
ど
を
使

い
、
楽
し
く
親

子
で
遊
べ
ま
す
。

保
護
者
同
伴
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
永
田
・
吉
田
保
育
所
で
は
当

日
お
声
が
け
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
子
育

て
支
援
相
談
員
が
子
育
て
の
相
談
に
も

応
じ
ま
す
。

開
放
日

永
田
保
育
所　

月
・
水
・
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
は
休
み
）

日
野
田
保
育
所　

火
・
木
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
は
休
み
）

吉
田
保
育
所　

６
月
18
日
、
７
月
２

日
・
16
日
、
８
月
６
日
・
20
日
、
９

月
３
日
・
17
日
、
10
月
８
日
・
22
日
、

11
月
５
日
・
19
日
、
12
月
10
日
・
17

日
、
１
月
14
日
・
28
日
、
２
月
４
日
・

18
日
、
３
月
４
日
（
す
べ
て
水
曜
日
）

※
保
育
所
の
都
合
に
よ
り
、
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

開
放
時
間

永
田
・
日
野
田
保
育
所

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

吉
田
保
育
所

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

駐
車
場　

　

永
田
保
育
所
へ
は
、
永
田
保
育
所
西

側
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

日
野
田
保
育
所
へ
は
、
日
野
田
保
育

所
東
側
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

吉
田
保
育
所
へ
は
、
吉
田
保
育
所
前

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　

永
田
保
育
所
☎
22

－

１
８
０
５

　

日
野
田
保
育
所
☎
22

－

１
８
０
６

吉
田
保
育
所
☎
77

－

１
１
４
５

対
象
年
齢　

０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方

通
常
開
催
日　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

開
催
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
お
昼
休
み
の
時
間
も
開
催
し
て
い
ま
す
。）

会　

場　

ち
ち
ぶ
幼
稚
園

参
加
費　

無
料

園
庭
開
放　

つ
ど
い
の
広
場
「
は
っ

ぴ
ー
」
の
開
催
日
・
開
催
時
間
に
合
わ

せ
て
、
園
庭
を
開
放
し
ま
す
。

※
園
庭
開
放
中
の
ケ
ガ
、
事
故
等
に
つ

い
て
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

子
育
て
相
談　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
こ
の
事
業
は
、
秩
父
市
が
「
特
定
非

営
利
活
動
法
人
秩
父
こ
み
に
て
い
」

へ
委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ブ
ロ
グ

※
検
索
ペ
ー
ジ
で
「
は
っ
ぴ
ー
・
か

ふ
ぇ
」
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
秩
父

こ
み
に
て
い
事
務
局
☎
22

－

７
８
６
６

　

大
畑
幼
稚
園
が
、
４
月
か
ら
認
定
こ

ど
も
園
の
認
定
を
受
け
、
幼
稚
園
と
保

育
所
の
両
方
の
機
能
を
持
っ
た
施
設
と

な
り
ま
し
た
。

　

申
込
み
、
保
育
料
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

認
定
こ
ど
も
園
「
大
畑
幼
保

園
」
☎
24

－

８
２
２
１

市立図書館前

西武秩父駅前

秩父地方庁舎北
デパート

秩父地方庁舎

西武秩父駅
御花畑駅

農林振興センター秩父税務署

南小
至熊谷　
花園I.C.

至山梨・甲府

ファミリー
レストラン
ファミリー
レストラン
ファミリー
レストラン

市民会館市民会館市民会館

秩父市歴史
文化伝承館
秩父市歴史
文化伝承館
秩父市歴史
文化伝承館

札所13番
慈眼寺
札所13番
慈眼寺
札所13番
慈眼寺

秩父市役所秩父市役所秩父市役所
コンビニエンス
　　　　ストア

サポート・センター
（秩父市シルバー人材センター内）
サポート・センター
（秩父市シルバー人材センター内）
サポート・センター
（秩父市シルバー人材センター内）

ちちぶ幼稚園
（つどいの広場）
ちちぶ幼稚園
（つどいの広場）
ちちぶ幼稚園
（つどいの広場）

市立図書館

南小前

ＰＰ

140
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生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発
見
す
る
た

め
に
は
、
健
康
診
査
が
大
切
で
す
。
ご

希
望
の
方
は
、こ
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る「
健

康
診
査
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
場
所　

保
険
年
金
課
、
各
総
合
支
所

市
民
福
祉
課
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口

（
郵
送
で
も
可
）

健
診
項
目　

身
体
計
測
・
血
圧
・
血
中
脂

質
検
査
・
肝
機
能
検
査
・
血
糖
検
査
・

尿
検
査

健
診
料　

無
料

申
込
期
限　

７
月
４
日
㈮

そ
の
他　

が
ん
検
診
等
も
同
日
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
事
前
の
申
込

み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）
詳
し
く
は
、

市
報
７
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

　

☎
25

－

５
２
０
１(

直
通)

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－
６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－
０
８
６
３
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５
（
直
通
）

各
保
健
セ
ン
タ
ー
（
が
ん
検
診
等
に
つ

い
て
）

　

秩
父
☎
22

－

０
６
４
８

　

吉
田
☎
77

－

１
１
１
２

　

大
滝
☎
55

－

０
１
０
２

　

荒
川
☎
54

－

２
２
３
１

　

市
報
ち
ち
ぶ
５
月
号
２
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
「
健
康
診
査
」
に
つ
い
て
、

健
診
の
日
程
と
会
場
が
決
定
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

後期高齢者医療保険に加入されている方へ
～生活習慣病を早期に発見するための健康診査について～

会　　　場 日　　　　程 対　象　地　区 送迎地区

原 谷 公 民 館 ８月27日㈬・28日㈭ 大野原・黒谷８月29日㈮ 黒谷

大 田 公 民 館 ９月１日㈪ 太田・伊古田・品沢 伊古田・品沢
９月２日㈫ 太田・堀切・小柱 堀切・小柱

尾 田 蒔 公 民 館 ９月10日㈬ 寺尾・蒔田・田村９月11日㈭ 田村
久 那 公 民 館 ９月12日㈮ 久那
福 祉 女 性 会 館 ９月18日㈭・19日㈮・22日㈪ 日野田町・野坂町・熊木町
スポーツ健康センター ９月24日㈬ 影森

影 森 公 民 館 ９月25日㈭ 影森・浦山９月26日㈮ 浦山

高 篠 公 民 館 ９月29日㈪ 山田・栃谷・定峰 栃谷
９月30日㈫ 定峰

上町街かどギャラリー 10月７日㈫・8日㈬ 上町
中 村 公 会 堂 10月９日㈭・10日㈮ 中村町

保 健 セ ン タ ー

10月１日㈬・６日㈪

上記以外の地区10月25日㈯・28日㈫
10月29日㈬ 別所
10月31日㈮・11月４日㈫

健康診査（集団健診）日程と会場
秩　父　地　区

後期高齢者医療被保険者　　健 康 診 査 申 込 書

住　　所 秩父市
（町会または行政区名　　　　　　　　　　　　　　　　　）

電　話 （　　　　）

フリガナ 生　年　月　日 年　齢

氏　　名 明・大・昭　　　年　　　月　　　日 歳

希望日等
第１希望　　　　月　　　　日（　　） 第２希望　　　　月　　　　日（　　）

［会場：　　　　　　　　　　　　　］ ［会場：　　　　　　　　　　　　　］

必要事項を記入してください。

※この健診に関する個人情報は今回の健診目的以外には使用しません。
＜郵送での申込みの場合＞〒368－8686　秩父市熊木町８番15号　市役所保険年金課　宛

キ
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リ

キ リ ト リ



❺
みんなで追放  危険な習慣・飲酒運転　飲酒運転追放の輪をみんなの手で…

会　　　場 日　　　　程 送　　迎　　地　　区

吉田保健センター

10月15日㈬ 本町・上町・仲町・椋本・新志・取方・桜井
10月16日㈭ 久長（元・上）・藤瀬・阿熊（上・中・下）・太田部（上・下）
10月17日㈮ 藤沢・新田原・関小暮・上野釜の上赤柴・橋倉・布里田中・矢畑・井上
10月20日㈪ 沢口・漆木・中郷・沢戸・半納
10月24日㈮ 石間戸・大棚部・宮戸・中島・千鹿谷・久形・女部田
10月27日㈪ 大波見・小川戸・塚越・明ヶ平・小川・女形

吉　田　地　区

会　　　場 日　　　　程 送　　迎　　地　　区

大滝老人福祉センター
８月19日㈫ 強石・巣場・大血川・大達原・大輪・神岡・三十槌・大久保・二瀬・三峰
８月22日㈮ 麻生・寺井・上中尾・栃本・川又・鶉平・小双里・中双里・中津川

大　滝　地　区

会　　　場 日　　　　程 送　　迎　　地　　区

荒川保健センター

８月26日㈫ 上郷・上平・反平・下郷・猪鼻・町分・古池・大指
９月３日㈬ 豆早原・橋場・原・中野・青梅・上サ・白久住宅
９月４日㈭ 大塚・松葉・小野原・鷺ノ巣・柴原・皆谷原住宅・下日野
９月５日㈮ 事上・下半縄・上半縄・坂口・芦川・寺沢
９月16日㈫ 栃久保・糀屋・船川・越・上田野県営住宅
９月17日㈬ 久那・下石原・上石原⑴・⑵・⑶・上田野北県住

荒　川　地　区

◎受付時間は、いずれも午後０時30分～１時30分です。   
◎秩父地区の対象地区は受診の混雑を避けるために設定しています。それ以外の方でも受診できますが、可能な限り
対象地区会場での受診にご協力をお願いします。   
◎バス送迎の時刻やコースについては、申込みされた方にお知らせします。   
◎申込みされた方へは、後日、通知と健診に必要なもの等を郵送します。健診希望日の一週間前までに届かない場合
は、お問い合わせください。   
◎申込みの人数等により、健診希望日が変更になる場合がありますので、あらかじめご承知おきください。
◎同じ日に、肺がん検診、大腸がん検診、前立がん検診、肝炎ウイルス検診、結核健診が受けられます。

　

４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
以
外
の
方

は
、
普
通
徴
収
（
納
付
書
払
い
）
と
な

り
、
７
月
に
市
か
ら
納
付
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

対
象
者

①
年
額
18
万
円
未
満
の
年
金
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方

②
介
護
保
険
料
と
あ
わ
せ
た
合
計
額
が

年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
方

③
65
歳
以
上
74
歳
以
下
で
障
害
認
定
を

受
け
た
方

④
年
度
の
途
中
で
75
歳
に
到
達
さ
れ
た

方
で
特
別
徴
収
さ
れ
な
い
方
な
ど

納
付
書
郵
送　

７
月
上
旬
（
予
定
）

納　

期　

７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の

８
期
。
第
１
期
分
は
、
７
月
31
日
㈭
が

納
期
限
と
な
り
ま
す
。

納
付
場
所　

秩
父
市
指
定
金
融
機
関
等

（
納
付
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

口
座
振
替　

銀
行
口
座
等
か
ら
の
自
動
引

き
落
と
し
が
で
き
ま
す
。
同
封
の
振
替

用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

　

☎
25

－

５
２
０
１
（
直
通
）

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
３
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５
（
直
通
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

普
通
徴
収
が　
　
　

普
通
徴
収
が　
　
　

始
ま
り
ま
す

始
ま
り
ま
す



2008年6月号 ❻

　

矢
尾
直
秀
氏
（
野
坂
町
）
は
、
春
の
叙

勲
で
旭
日
小
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

矢
尾
氏
は
、
平
成
７
年
５
月
か
ら
平

成
19
年
５
月
ま
で
６
期
12
年
に
わ
た
り
、

社
団
法
人
秩
父
法
人
会
の
会
長
を
務
め

ら
れ
、
秩
父
地
域
に
お
け
る
申
告
納
税

制
度
等
の
普
及
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
平
成
13
年
11
月
か
ら
は
秩
父

商
工
会
議
所
の
会
頭
を
務
め
ら
れ
、
退

任
さ
れ
る
平
成
19
年
10
月
31
日
ま
で
の

２
期
６
年
間
に
わ
た
り
、
秩
父
地
域
の

産
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
、
多
大
な
る
功

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
小
綬
章

旭
日
小
綬
章

矢尾　直秀 氏
（野坂町）

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

浅見昌之助 氏
（山　田）

　

浅
見
昌
之
助
氏
（
山
田
）
は
、
春
の
叙

勲
で
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

浅
見
氏
は
、
昭
和
35
年
か
ら
平
成
８

年
９
月
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
、
公
立

学
校
教
諭
、
公
立
小
学
校
長
を
歴
任
さ

れ
、
学
校
全
体
の
発
展
と
教
育
の
充
実

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
行
政
の
面
に
お
い
て
も
、

埼
玉
県
教
育
局
等
に
在
職
の
後
、
平
成

８
年
10
月
か
ら
平
成
15
年
７
月
ま
で
秩

父
市
教
育
委
員
会
教
育
長
を
務
め
ら
れ
、

優
れ
た
指
導
力
を
発
揮
し
、
秩
父
地
域

は
も
と
よ
り
、
埼
玉
県
の
学
校
教
育
の

発
展
と
充
実
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

春
の
叙
勲

春
の
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲山﨑　照雄 氏

（野坂町）
関根　國光 氏
（中村町）

内田　勝 氏
（山　田）

　

山
﨑
照
雄
氏（
野
坂
町
）、関
根
國
光

氏（
中
村
町
）、内
田
勝
氏（
山
田
）は
、危

険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
﨑
氏
は
、
昭
和
31
年
５
月
秩
父
市

消
防
本
部
消
防
士
を
拝
命
以
来
、
平
成

10
年
３
月
秩
父
消
防
本
部
を
退
職
す
る

ま
で
の
42
年
間
、
関
根
氏
は
、
昭
和
33

年
４
月
秩
父
市
消
防
本
部
消
防
士
を
拝

命
以
来
、
平
成
11
年
３
月
秩
父
消
防
本

部
を
退
職
す
る
ま
で
の
41
年
間
、
内
田

氏
は
、
昭
和
33
年
４
月
秩
父
市
消
防
本

部
消
防
士
を
拝
命
以
来
、
平
成
11
年
３

月
秩
父
消
防
本
部
を
退
職
す
る
ま
で
の

41
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
消
防
職
員

と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
常
に
率
先
し
て
住
民
の
生

命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
保
護
す
る
と

い
う
消
防
の
使
命
感
に
燃
え
、
火
災
の

予
防
お
よ
び
鎮
圧
、
風
水
害
等
災
害
活

動
に
よ
る
被
害
の
軽
減
、
ま
た
、
救
急

救
助
活
動
に
よ
る
人
命
救
助
な
ど
、
秩

父
地
域
の
安
心
、
安
全
確
保
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

木島　一輝 氏
（大野原）

　

木
島
一
輝
氏(

大
野
原)

は
、
危
険
業

務
従
事
者
叙
勲
で
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　

木
島
氏
は
、
昭
和
28
年
か
ら
平
成
４

年
ま
で
、
38
年
余
の
長
き
に
わ
た
り
埼

玉
県
警
察
に
在
職
さ
れ
、
地
域
住
民
の

日
常
生
活
の
安
全
と
平
穏
を
守
る
た
め
、

街
頭
に
立
っ
た
警
戒
活
動
、
事
件
・
事

故
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
地
域
へ
の
パ

ト
ロ
ー
ル
等
効
果
的
活
動
を
積
極
的
に

推
進
し
、
凶
悪
事
件
の
犯
人
検
挙
を
は

じ
め
、
地
域
住
民
へ
の
防
犯
指
導
お
よ

び
交
通
事
故
防
止
等
に
貢
献
し
て
、
埼

玉
県
の
治
安
維
持
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
た
方
に
贈

ら
れ
る
「
春
の
叙
勲
」「
危
険
業
務
従

事
者
叙
勲
」
が
４
月
29
日
に
発
表
さ
れ
、

市
内
で
は
次
の
７
人
の
方
が
受
章
さ
れ

ま
し
た
。 春の叙勲

危険業務従事者叙勲
受章者のご紹介

春の叙勲
危険業務従事者叙勲
受章者のご紹介

春の叙勲
危険業務従事者叙勲
受章者のご紹介



❼

皆さんこんにちは。芝桜シーズンも無事に終
わり、今年も「連休中の全国主要行楽地人出ベ
ストテン」の第９位に入りました。市民の皆様
のご協力に、改めて感謝申し上げます。
しかし喜んでばかりもいられません。「きれ

いな花に感動した」というお褒めの言葉があ
る一方で、苦情の声も届いているのです。いく
つか紹介しますと、「券売所の係員から『ただ
で入場してパンフレットなんかくれられるか！
あたりめーじゃねーか！』と暴言を吐かれた」。
「『1700円分の野菜を買えば、駐車場代500円と
入園料4人分（1200円）を無料にする』と言われ、
無理やり4,000円分もの野菜を買わされた」。「秩
父土産ということで買ったのに、家に帰って見
たら『原産国ミャンマー』と書いてあった」な
どなど…。いずれも信じられない内容です。こ
うした一部の人の心無い対応で、秩父全体のイ
メージが一気に悪くなってしまいます。
今年から「ふるさと納税制度」が始まりまし

た。これは、自分の好きな自治体に「寄附」を
すると、所得税・住民税の軽減が受けられると
いうもので、自分で納税先を選択できる制度と
もいえます。秩父市出身で都会に暮らしながら
「何とか故郷秩父の発展に貢献したい」と思っ
ている人、観光で秩父を訪れて「素晴らしいま
ちだったので、私も応援したい」と考えてくれ
る人。こうした方々を一人でも増やし、少しず
つでもご寄附をいただくことができれば、秩父
市の貴重な財源となるのです。しかし、先ほど
のような対応をしていたのでは、寄附をいただ
くどころか、二度と来てもらえなくなってしま
います。
ふるさと納税は、秩父市にとって大きなチャ

ンスです。しかし、「おもてなしの心」で通じ
合った人たちでなければ、協力していただける
はずもありません。そこで、市民総参加のもと
で、観光地にふさわしい市民の対応というもの
を啓発していくため、「ちちぶ夢創りおもてな
し協議会」を組織しました。市民の代表の方々
にも参加していただきながら、「また来たい」、
「秩父を支えたい」と感じていただけるような
まちづくりに取り組んでまいりたいと思ってい
ます。市報でも、今月号から「おもてなしだよ
り」を連載します。皆さんのご協力をぜひお願
いいたします。

秩父市長

　

髙
栁
重
美
氏
（
日
野
田
町
）
は
、
危

険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
瑞
宝
単
光
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
栁
氏
は
、
昭
和
26
年
か
ら
平
成
４

年
ま
で
、
40
年
余
の
長
き
に
わ
た
り
埼

玉
県
警
察
に
在
職
さ
れ
、
市
民
生
活

に
密
着
し
た
警
察
活
動
を
積
極
的
に

行
う
と
と
も
に
、
街
頭
に
お
け
る
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
等
を
通
じ
て
、
犯
罪
の
予

防
、
検
挙
、
交
通
事
故
の
防
止
や
青
少

年
の
非
行
防
止
等
に
貢
献
す
る
な
ど
、

埼
玉
県
の
治
安
維
持
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

髙栁　重美 氏
（日野田町）

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

「
心
動
か
す
芸
術
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
も
市
民
の
皆
さ
ん
の

芸
術
文
化
活
動
を
「
ち
ち
ぶ
芸
術
祭
」

参
加
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
広
く
募
集
し
、

統
一
し
た
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
全
国
に
広
く
発
信
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ち
ち
ぶ
芸
術
祭
２
０
０
８
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
団
体
・
個
人
の
方
は
、

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

秩
父
芸
術
祭
の
期
間　

９
月
〜
12
月

参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

　

秩
父
の
自
然
と
融
合
し
、
人
々
の
心

を
癒
す
音
楽
会
、
演
劇
、
芸
能
、
書
、

絵
画
、
彫
刻
展
な
ど

※
主
催
者
に
つ
い
て
は
、
公
共
機
関
・

民
間
は
問
い
ま
せ
ん
。

参
加
特
典　

統
一
し
た
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ

シ
等
で
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

※
参
考
…
昨
年
度
実
績
：
ポ
ス
タ
ー　

５
０
０
部
、チ
ラ
シ
１
０
，０
０
０
部

申
込
期
限　

６
月
30
日
㈪

申
込
み
方
法　

イ
ベ
ン
ト
の
日
程
、
内

容
等
の
概
要
に
写
真
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
任
意
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

ふ
る
さ
と
創
造
課

　

☎
22

－

２
８
２
３
（
直
通
）

昨年のイベントの様子

ち
ち
ぶ
芸
術
祭
２
０
０
８

ち
ち
ぶ
芸
術
祭
２
０
０
８

参
加
イ
ベ
ン
ト
募
集
！

参
加
イ
ベ
ン
ト
募
集
！
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市
で
は
、こ
の
た
び
創
設
さ
れ
た「
ふ

る
さ
と
納
税
」
制
度
に
よ
り
広
く
寄
附

を
募
り
、
お
も
て
な
し
の
ま
ち
づ
く
り

を
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
外
在
住
の
友
人
・
知
人
、
ご
親
戚

の
方
に
、
こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
と
は

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、「
ふ
る
さ
と

へ
貢
献
し
た
い
」、「
好
き
な
地
域
を
応

援
し
た
い
」、
と
い
う
方
々
の
思
い
を

実
現
す
る
観
点
か
ら
、
個
人
の
方
が
市

町
村
や
県
に
対
し
て
５
千
円
を
超
え
る

寄
附
を
し
た
場
合
に
、
住
民
税
所
得
割

の
お
お
む
ね
１
割
を
上
限
と
し
て
、
個

人
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で
す
。

控
除
対
象
者

　

個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
の
あ
る
方
。

控
除
対
象
と
な
る
地
方
公
共
団
体

　

出
身
地
に
限
ら
ず
、
全
国
す
べ
て
の

都
道
府
県
・
市
町
村
に
寄
附
を
し
た
場

合
に
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

控
除
税
額
等
に
つ
い
て　

寄
附
金
額
の

５
千
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
個

人
住
民
税
の
所
得
割
額
の
お
お
む
ね
１

割
を
上
限
と
し
て
、
税
額
控
除
さ
れ
ま
す
。

適
用
時
期　

平
成
20
年
の
寄
附
か
ら
対

象
（
平
成
21
年
度
分
以
後
の
個
人
住
民

税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。）

手
続
き　

領
収
書
を
添
付
し
、
確
定
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
所
得
税
に
つ
い

て
は
寄
附
金
控
除
に
よ
る
所
得
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
は
、
ご

寄
附
さ
れ
る
方
に
使
途
を
選
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
市
で
は
、

次
の
と
お
り
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
環
境
に
優
し
い
秩
父
を
創
り
ま
す

バ
イ
オ
マ
ス
研
究
事
業　

未
利
用
の
森

林
資
源
を
活
用
す
る
な
ど
地
球
温
暖
化

の
防
止
に
向
け
努
力
し
ま
す
。

荒
川
水
源
の
か
ん
養
の
森
・
川
づ
く
り

　

植
林
事
業
や
、
河
川
の
清
掃
な
ど
を

積
極
的
に
行
い
ま
す
。

秩
父
地
域
の
自
然
環
境
美
化
保
全

　

国
立
・
県
立
自
然
公
園
な
ど
の
環
境

美
化
に
努
め
ま
す
。

●
住
み
た
く
な
る
秩
父
を
創
り
ま
す

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
応
援　

市
民
農
園

の
拡
充
や
、
生
活
応
援
な
ど
交
流
居
住

を
し
や
す
い
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備　

使
い
や
す

い
よ
う
に
路
線
バ
ス
等
を
整
備
し
て
い

き
ま
す
。

ス
ギ
等
花
粉
飛
散
防
止
対
策　

広
葉
樹

や
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
等
へ
の
植
え
替

え
、
伐
採
を
促
進
し
、
花
粉
の
飛
散
防

止
に
努
め
ま
す
。

●
お
も
て
な
し
の
心
で
迎
え
る
秩
父
を

創
り
ま
す

観
光
事
業
の
推
進
充
実　

観
光
案
内
板

や
サ
イ
ン
を
充
実
し
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
を
醸
成
し
て
い
き
ま
す
。

観
光
（
公
衆
）
ト
イ
レ
の
整
備　

清
潔

な
観
光
（
公
衆
）
ト
イ
レ
を
維
持
し
、

快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

ま
す
。

伝
統
芸
能
の
開
催
・
継
承
等
、
芸
能
文

化
活
動　

体
験
教
室
の
開
催
や
文
化
芸
術

に
よ
る
交
流
活
動
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

●
使
い
道
は
お
ま
か
せ

※
特
に
使
い
道
を
選
ば
れ
な
い
場
合
は
、

市
の
総
合
振
興
計
画
実
現
の
た
め
大

切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
特
典

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
を
い
た

だ
い
た
方
に
は
、
税
額
控
除
の
ほ
か
、

市
で
は
、
寄
附
者
全
員
に
、
お
礼
状
と

と
も
に
、「
ふ
る
さ
と
秩
父
カ
ー
ド
」

な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
７
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

ち
ち
ぶ
夢
創
り
倶
楽
部
の
Ｐ
Ｒ

　

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄

附
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
自
動

的
に
「
ち
ち
ぶ
夢
創
り
倶
楽
部
」
に
入

会
し
て
い
た
だ
い
て
、
旬
な
秩
父
の
情

報
を
お
届
け
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
お
持
ち
の
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
も
、
ぜ
ひ
、
市
外
の
方
々
に

入
会
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ご
案
内
い

た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー
を
掲
出
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お
使
い

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

ふ
る
さ
と
創
造
課

　

☎
22

－

２
８
２
３

税
額
控
除
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

課
税
課
市
民
税
担
当

　

☎
22

－

２
２
１
１

内
線
１
２
７
１
・
１
２
７
２

ふるさと納税のしくみ

納付をされる方

税務署

金融機関 秩父市役所

お住まいの市町村

④
確
定
申
告（
領
収
書
）

　
　
　
　
　
　
を
添
付

⑤
所
得
税
の
控
除（
還
付
）

③寄附金のお振込み

②納付書の発行

申告書送付

①寄附の申し入れ

⑥住民税の控除

入金

納付書



　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ
の
森
プ

ー
ル
を
「
秩
父
市
民
プ
ー
ル
」
と
し
て

低
料
金
で
利
用
で
き
る
制
度
を
ご
案
内

し
ま
す
。

利
用
方
法

　

秩
父
市
民
プ
ー
ル
の
利
用
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、「
プ
ー
ル
利
用
カ
ー
ド
」
を

１
枚
２
，
０
０
０
円
で
ご
購
入
い
た
だ

き
ま
す
。
カ
ー
ド
は
１
枚
に
つ
き
ご
家

族
６
名
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。
こ
の
カ

ー
ド
を
プ
ー
ル
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
窓
口

で
提
示
し
、
入
場
券
を
受
け
取
り
ま
す
。

プ
ー
ル
の
営
業
期
間
中
は
何
度
で
も
無

料
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ー
ル
駐
車
場
の
利
用
料
金

（
普
通
車
一
台
５
０
０
円
）
も
、
カ
ー

ド
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
プ
ー
ル

の
営
業
期
間
中
は
、
無
料
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
カ
ー
ド
を
購
入
で
き

る
の
は
、
秩
父
市
に
住
所
が
あ
る
方
に

限
り
ま
す
。

カ
ー
ド
申
込
方
法

　

こ
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
プ
ー
ル
利
用

カ
ー
ド
発
行
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、身
分
を
証
明
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
等
）、
購
入

金
額
２
，
０
０
０
円
を
持
参
の
う
え
、

所
定
の
場
所
に
て
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
プ
ー
ル
窓
口
で
の

カ
ー
ド
発
行
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
プ
ー

ル
利
用
前
に
あ
ら
か
じ
め
カ
ー
ド
の
発

行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
昨
年
度
ま
で
の
カ
ー
ド
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
発
行
後
の
カ
ー
ド
に
つ
い
て

は
、
盗
難
・
紛
失
等
の
場
合
で
も
再
発

行
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
保
管
に
は
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
込
み
受
付
期
間

　

６
月
23
日
㈪
〜
８
月
31
日
㈰

申
込
場
所

　

歴
史
文
化
伝
承
館
４
階
公
園
課
お
よ

び
各
総
合
支
所
総
務
課
（
受
付
期
間
中

の
土
・
日
・
祝
日
は
、
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
の
間
の
み
、
本
庁
舎
１
階
総
合

窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。）

プ
ー
ル
営
業
期
間

　

７
月
12
日
㈯
〜
８
月
31
日
㈰

※
７
月
15
日
㈫
は
、
点
検
等
の
た
め
、

休
業
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

プ
ー
ル
利
用
以
外
の
優
待
制
度

　

プ
ー
ル
内
レ
ン
タ
ル
器
具
、
ス
ポ
ー

ツ
の
森
コ
テ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
、
プ
ー

ル
利
用
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ

り
、
割
引
料
金
で
利
用
で
き
ま
す
。
割

引
料
金
お
よ
び
割
引
期
間
は
一
覧
表
の

と
お
り
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク

ス
ポ
ー
ツ
の
森
（
☎
22

－

８
１
１
１
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ

の
森
へ
は
、
西
武
観
光
バ
ス
の
ミ
ュ
ー

ズ
パ
ー
ク
線
「
ぐ
る
り
ん
号
」
を
ご
利

用
い
た
だ
く
と
便
利
で
す
。「
ぐ
る
り

ん
号
」
は
、
西
武
秩
父
駅
、
巴
川
、
ミ

ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
、
秩
父
公
園
橋
、
秩
父

駅
間
を
循
環
す
る
バ
ス
で
、
小
中
学
校

の
夏
休
み
期
間
中
は
増
発
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、「
ぐ
る
り
ん
号
」
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
西
武
観
光
バ
ス
㈱
秩
父
営

業
所
（
☎
22

－

１
６
３
５
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

公
園
課

　

☎
22

－

２
６
０
３
（
直
通
）

■スポーツの森プール内レンタル器具
　（営業期間：7月12日㈯～8月31日㈰）

パラソル
（１日）

ドーナツフロート
（２時間）

ゴムボート
（２時間）

割引料金 1,000円 500円 500円

■コテージ
　（割引期間：6月23日㈪～11月30日㈰）
◆１泊朝食プラン（１名の割引料金）
割引料金 平日・休日 休前日・夏休み

１棟４名

おとな 5,300円 7,000円

こども 3,700円 4,900円

幼　児 2,600円 3,500円

１棟３名

おとな 6,200円 7,900円

こども 4,300円 5,500円

幼　児 3,100円 3,900円

１棟２名

おとな 7,000円 8,700円

こども 4,900円 6,000円

幼　児 3,500円 4,300円

※夏休み期間：7月19日㈯～8月31日㈰泊
※こども：小学生以下、幼児：3歳～小学生未満
※その他1泊2食プラン、ルームチャージもあります。
※夏休み期間を除く毎週火曜日は定休日となっています。

プール利用カードによる割引一覧

※７月15日㈫は休業となっております。

プール利用カード発行申込書（申込書は、各受付窓口にも用意してあります。）
次のとおり、現金 2,000 円を添えて、プール利用カードの発行を申し込みます。

世帯主
氏　名 住　所

秩父市
電　話 （　　　）

№ 利用者氏名（世帯主を含む世帯員） 年齢 № 利用者氏名（世帯主を含む世帯員） 年齢

1 4

2 5

3 6
※世帯主の方もご利用になる場合は、利用者氏名欄へご記入ください。
※世帯のどなたでもお申し込みいただけます。申込みの際に、申込者ご本人の運
転免許証、健康保険証等の身分を証明できるものをご持参ください。

※事務用 №

キ リ ト リ

キ
リ
ト
リ
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５
月
25
日
付
け
で
、
金
子
武
男
氏
が

秩
父
市
教
育
委
員
会
委
員
長
に
再
選
さ

れ
ま
し
た
。

　

金
子
氏
は
、
秩
父
市
議
会
３
月
定
例

会
に
お
い
て
、
教
育
委
員
会
委
員
に
任

命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
栗
原
市
長
か
ら

提
案
さ
れ
、
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
教
育
委
員
会
委
員
と
し

て
２
期
目
を
迎
え
、
さ
ら
に
、
４
月
教

育
委
員
会
定
例
会
に
お
い
て
、
委
員
長

選
挙
が
行
わ
れ
再
選
さ
れ
た
も
の
で
す
。

金子武男委員長

　

秩
父
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
に
は
、
市
川
清
氏
（
上
野
町
）、

木
村
清
氏
（
大
滝
）、
加
藤
実
氏
（
野

坂
町
）
が
５
月
24
日
付
け
で
再
任
さ
れ
、

新
た
に
浅
賀
克
彦
氏
（
中
町
）
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

秩
父
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
き
ま
し
て
は
、
秩
父

市
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て
議
会
の

同
意
を
得
て
、
栗
原
市
長
か
ら
選
任
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

稲
垣
和
子
氏
（
阿
保
町
）
が
、
５
月

24
日
付
け
で
、
秩
父
市
公
平
委
員
会
委

員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
垣
氏
は
、
秩
父
市
議
会
３
月
定
例

会
に
お
い
て
議
会
の
同
意
を
得
て
、
栗

原
市
長
か
ら
公
平
委
員
会
委
員
に
選
任

さ
れ
た
も
の
で
す
。

浅賀　克彦 氏
（中　町）

市川　清 氏
（上野町）

木村　清 氏
（大　滝）

加藤　実 氏
（野坂町）

秩父市の秩父市の
特別職が特別職が
任命されました任命されました

秩
父
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長
に

　

金
子
武
男
氏
が
再
選

固
定
資
産
評
価

　

審
査
委
員
会
委
員
を

　
　
　
　
　
　
　

選
任

秩
父
市
公
平
委
員
会

　
　
　
　
　
　

委
員
に

　

稲
垣
和
子
氏
を
再
任

町会長が交代しました

　次のとおり町会長の交代がありましたのでお知ら
せします。　　　　　　　　  　（敬称略）

町 会 名 新任町会長

本　町 松　崎　　　守

定　峰 坂　本　泰　男

　２年連続で100万人を突破した羊山公園「芝桜の
丘」への来園者数が、４月の天候不順等により、昨
年に比べ約15万人減の約87万２千人となりました。
　また、ゴールデンウィーク期間中（４月26日～
５月６日）の来園者数が昨年に比べ若干減となり
約56万人となるものの、警察庁の発表による全国
主要行楽地の人出調査によると、昨年より順位を
１つ上げ第９位となり、３年連続でベスト10にラ
ンクインとなりました。
　なお、今年は75歳以上の方を対象に、秩父の指
定観光施設をお得に利用できる「ふるさと秩父カ
ード」の配布と無料入場を実施した結果、4,898
人の方が利用され、皆さんに大変喜んでいただき
ました。
　来年も市民の皆さんのご協力をいただきながら、
さらに多くの方にご来園いただける「芝桜の丘」
を目指し、園内の整備等に努めます。

問い合わせ　観光振興課　☎２５－５２０９（直通）
　　　　公　園　課　☎２２－２６０３（直通）

「芝桜の丘」「芝桜の丘」
今年もゴールデンウィーク人出今年もゴールデンウィーク人出

ベスト10入り！ベスト10入り！
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市
で
は
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
地

域
住
民
の
「
足
の
確
保
」、
公
共
交
通

空
白
地
帯
の
解
消
を
目
的
に
、
吉
田
・

大
田
地
区
「
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
の
実
証

運
行
を
、
秩
父
丸
通
タ
ク
シ
ー
と
の
協

働
に
よ
り
、
６
月
中
旬
（
予
定
）
か
ら

開
始
し
ま
す
。

実
証
運
行
事
業
概
要
（
予
定
）

運
行
区
域
・
範
囲

　

吉
田
・
大
田
地
区
（
吉
田
太
田
部
を

除
く
）
内
の
相
互
発
着
と
な
り
ま
す
。

※
区
域
外
に
つ
い
て
は
、「
皆
野
駅
」

と
「
小
鹿
野
中
央
病
院
」
発
着
の
み
、

追
加
料
金
で
運
行
し
ま
す
。

運
行
日　

平
日
（
月
〜
金
曜
）

※
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
は
運
休

し
ま
す
。

車　

両　

タ
ク
シ
ー
（
秩
父
丸
通
タ
ク

シ
ー
）
の
普
通
車
を
使
用
し
ま
す
。
基

本
的
に
は
１
台
体
制
（
前
日
の
予
約
状

況
に
よ
り
２
台
体
制
）
で
運
行
し
ま
す
。

運　

賃　

大
人
・
小
人
と
も
、
ひ
と
り

１
回
５
０
０
円
の
均
一
料
金
。

※
「
皆
野
駅
」
と
「
小
鹿
野
中
央
病
院
」

は
追
加
料
金
（
２
０
０
円
）
が
必
要

で
す
。

運
行
パ
タ
ー
ン　
「
完
全
デ
マ
ン
ド
方

式
」（
予
約
に
応
じ
て
、
ド
ア
ツ
ー
ド

ア
で
運
行
）
を
採
用
し
ま
す
。
お
伺
い

予
定
時
間
範
囲
を
１
時
間
範
囲
で
設
定

し
、
１
日
４
便
（
午
前
８
時
・
10
時
・

午
後
１
時
・
３
時
30
分
）
運
行
し
ま
す
。

運
行
ル
ー
ト
は
、
前
日
ま
で
の
予
約
状

況
に
応
じ
て
毎
日
変
わ
り
ま
す
。

１
便　

午
前
８
時
〜
９
時
頃
発

　
　
　

↓　

８
時
30
分
〜
10
時
頃
着

２
便　

午
前
10
時
〜
11
時
頃
発

　
　
　

↓　

10
時
30
分
〜
正
午
頃
着

３
便　

午
後
１
時
〜
２
時
頃
発

　
　
　

↓　

１
時
30
分
〜
３
時
頃
着

４
便　

午
後
３
時
30
分
〜
４
時
30
分
頃
発

　
　
　

↓　

４
時
〜
５
時
30
分
頃
着

予
約
・
連
絡
体
制　

利
用
の
１
週
間
前

か
ら
前
日
ま
で
の
電
話
予
約
制
と
し
ま

す
。
行
き
と
帰
り
の
便
を
同
時
に
予
約

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

※
秩
父
丸
通
タ
ク
シ
ー
（
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
：
０
１
２
０

－

０
２
３
６
３
３
）

で
受
け
付
け
ま
す
。

利
用
対
象　

原
則
と
し
て
会
員
制
と
し

ま
す
。
会
員
と
な
れ
る
の
は
、
運
行
区

域
内
在
住
の
（
原
則
と
し
て
）
60
歳
以

上
の
市
民
の
方
で
す
。
た
だ
し
、
バ
ス

路
線
（
秩
父
吉
田
線
）
沿
線
か
ら
お
お

む
ね
２
㎞
以
上
離
れ
た
地
区
に
つ
い
て

は
年
齢
を
問
い
ま
せ
ん
。

そ
の
他　

こ
の
実
証
運
行
事
業
は
、国
・

県
・
バ
ス
会
社
・
タ
ク
シ
ー
会
社
・
住

民
代
表
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
秩
父

納期限 ６月30日㈪

税　目 市・県民税 第１期分

納期限内の納付にご協力をお願いします。

市
地
域
公
共
交
通
会
議
」
で
の
協
議
を

経
て
、
現
在
、
運
行
事
業
者
（
秩
父
丸

通
タ
ク
シ
ー
）
に
よ
り
、
関
東
運
輸
局

へ
許
可
申
請
中
（
５
月
31
日
現
在
）
で

す
。
許
可
が
下
り
次
第
、
実
証
運
行
を

開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

運
行
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
地
元
町

会
経
由
お
よ
び
市
報
７
月
号
で
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－

５
２
０
０
（
直
通
）

　

吉
田
総
合
支
所
総
務
課

　

☎
77

－

１
１
１
３

　口座振替を利用している方は、納期限に振り替えます
ので預貯金の残高をご確認ください。
　口座振替の申込みは、納税通知書、預貯金通帳、通帳
届出印を持参のうえ、市役所収納課、各総合支所総務課
または各金融機関にてお申し込みください。
問い合わせ　収納課　☎２２－２２１０（直通）

日 月 火 水 木 金 土
6/10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 ７/1 ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

平日夜間窓口 最終日曜窓口 休 日 窓 口
６月12日・26日
７月10日 ６月29日 ６月29日を除く土・日曜

17時15分～
19時15分

８時30分～
17時15分 ８時30分～17時15分

市民課・保険年金課・こども課・
収納課

総合窓口
（市役所1階正面玄関左）

①戸籍の届書の預かり
②戸籍、住民票の写し、印鑑登録・証明
書、所得課税証明書などの発行

③転入、転出、転居届等の事務
④納税と納税相談の受付
⑤国民健康保険、国民年金、老人
保健に関する業務

⑥保育所、児童手当、子育て支援
等に関する業務

①戸籍の届書の預かり
②住民票の写し、印鑑証明
書や所得課税証明書など
の発行

③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※上記の業務以外は行い
ません。

※最終日曜窓口・休日窓口の正午～午後２時は大変混雑するため、手続
きにお時間をいただくことがあります。ご了承ください。

TAXI

「
吉
田
・
大
田
地
区

「
吉
田
・
大
田
地
区

乗
合
タ
ク
シ
ー
」の
運
行
を
開
始
！

乗
合
タ
ク
シ
ー
」の
運
行
を
開
始
！

「
吉
田
・
大
田
地
区

「
吉
田
・
大
田
地
区

乗
合
タ
ク
シ
ー
」の
運
行
を
開
始
！

乗
合
タ
ク
シ
ー
」の
運
行
を
開
始
！

「道路交通法」の改正により、６月１日から自動車の後部座席についても、
シートベルトの着用が義務付けられました。
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平
成
19
年
度
の
市
・
県
民
税
所
得
割

が
課
税
さ
れ
て
い
た
方
で
、
平
成
19
年

中
の
所
得
が
大
き
く
減
っ
て
所
得
税

（
平
成
19
年
分
）
が
課
税
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
、
平
成
19
年
度
分
の
市･

県
民

税
を
税
源
移
譲
前
の
税
額
ま
で
減
額
す

る
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

該
当
す
る
方
に
は
、
６
月
下
旬
頃
に

「
市･

県
民
税
減
額
申
告
書
」
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
郵
送
等
に
よ
り
ご
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

申
告
期
間　

７
月
１
日
㈫
〜
31
日
㈭

※
す
で
に
納
付
済
み
の
方
に
つ
い
て
は
、

減
額
分
を
還
付
し
ま
す
の
で
、
申
告

書
に
振
込
先
の
口
座
番
号
を
記
入
し

て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
平
成
19
年
中
に
秩
父
市
に
転
入
さ
れ

た
方
で
、
こ
の
制
度
に
該
当
す
る
場

合
は
、
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
の

住
所
所
在
地
の
市
町
村
に
申
告
書
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
申
告
に
基
づ
く
減
額
措
置
で
す
の
で
、

く
れ
ぐ
れ
も
申
告
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

課
税
課
市
民
税
担
当

　

☎
22

－

２
２
１
１

　
　
　
　

内
線
１
２
７
１
・
１
２
７
２

各
総
合
支
所
税
務
担
当

　

吉
田
☎
77

－

１
１
１
１

　

大
滝
☎
55

－

０
１
０
１

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
５
（
直
通
）

申
告
に
よ
り
平
成

申
告
に
よ
り
平
成
1919
年
度
の

年
度
の

　

市
・
県
民
税
額
が

　

市
・
県
民
税
額
が

減
額
さ
れ
ま
す

減
額
さ
れ
ま
す

　平成20年４月から後期高齢者医療制度が始まり、75歳以上の方と一定の障がいをお持ちの65歳以上
の方は後期高齢者医療制度に移ることとなりました。この制度にかかる費用の一部を現役世代（0～
74歳）が負担することとなります。このため、国民健康保険税は、これまで医療分と介護分の２区分
で課税をしていましたが、平成20年度からは、医療分、後期高齢者支援分と介護分の３区分で課税と
なります。
　なお、秩父市においては、国民健康保険税の改定前の負担割合と改定後の負担割合を同様とするた
め、新たに後期高齢者支援分として負担することとなる税率分を改定前の医療分の税率を引き下げる
ことにより、平成20年度の負担割合は平成19年度の負担割合と変わりません。

国民健康保険税の特別徴収（年金天引き）が始まります国民健康保険税の特別徴収（年金天引き）が始まります
　これまで国民健康保険税は納付書と口座振替により納付していただきましたが、平成20年10月から
国民健康保険の加入者全員が65歳以上75歳未満の世帯の世帯主（擬制世帯主を除く）で、以下の条件
をともにみたす方は、年金から特別徴収（天引き）の方法により納付いただくこととなります。
　１　年額18万円以上の老齢（退職）年金を受給していること。
　２　国民健康保険税と介護保険料との合算額が年金額の１／２を超えていないこと。
問い合わせ　課税課　☎２２－２２１１　内線１２７６・１２７７

国民健康保険税の課税区分が変わります国民健康保険税の課税区分が変わります
《ご負担いただく割合は変わりません》《ご負担いただく割合は変わりません》

①後期高齢者支援分の税率は、所得割1.8％、均等割5,000円となっておりますが、これと同率（同額）を医療
分から引き下げています。

②後期高齢者支援分の課税上限額は12万円となっていますが、これと同額を医療分の課税上限額から引き下げ
ています。

医　療　分 介 護 分

医 療 分 後期高齢者
支　援　分 介 護 分

（改定前）

（改定後）
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市
役
所
（
各
総
合
支
所
）
で
は
、
6

月
か
ら
9
月
ま
で
「
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
運

動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
冷
房
の
温
度
を
29
度
に
設
定

し
、
夏
期
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
２
０
０
５
年

に
発
効
さ
れ
た
京
都
議
定
書
に
よ
る
、

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭

素
の
削
減
の
取
り
組
み
に
貢
献
で
き
る

こ
と
と
、
秩
父
地
方
の
高
温
多
湿
な
気

候
条
件
の
中
で
快
適
に
勤
務
で
き
る
職

場
環
境
を
整
え
、
公
務
能
率
の
向
上
が

図
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
か
ら
実

施
し
て
お
り
、
国
や
県
の
一
部
機
関
で

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
服
装

で
の
応
対
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
好
意

的
に
受
け
止
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
親
し
み
の
あ
る
市
役
所
」
を
目
指
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
心
身
と
も
に

普
段
着
で
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
堅
苦

し
い
市
役
所
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
和
ら
げ

て
い
く
効
果
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
期
間
中
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
服
装
の
職
員
が
皆
さ
ん
に
接
し
ま

す
が
、
な
お
一
層
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

心
が
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

人
事
課

　

☎
22

－

２
２
０
７
（
直
通
）

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ

運
動
を

運
動
を

実
施
中

実
施
中

　次の方々からご寄附をいただきました。
温かな善意に感謝し、ご紹介します。

（平成20年４月）

▼23日、ドラゴンウエーブ2000（清水　亨
代表）様から社会福祉事業への寄付金
30,000円

▼ 25日、サン電子工業㈱（朝香純男代表取
締役）様から児童福祉事業等への寄付金
500,000円

ご寄附ありがとうございました

　

介
護
保
険
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
や
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
ご
利
用
さ
れ
る
方

で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
や
、
17

年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
課
税
世
帯

と
な
っ
た
方
の
う
ち
税
制
改
正
前
と

改
正
後
を
比
較
し
負
担
限
度
額
段
階

が
２
段
階
以
上
変
更
の
あ
っ
た
方
に

は
、
下
表
の
と
お
り
負
担
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。
既
に
軽
減
を
受
け
ら
れ
て
い
る

方
も
認
定
の
有
効
期
限
が
６
月
30
日

㈪
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

低
所
得
者
で
特
に
生
計
が
困
難
で
あ

る
方
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

社
会
福
祉
法
人
等
が
利
用
者
負
担
を
軽

減
す
る
制
度
で
す
。

軽
減
内
容　

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
か
か
る
利

用
者
負
担
等
の
４
分
の
１
（
老
齢
福
祉

年
金
受
給
者
は
２
分
の
１
）

対　

象　

市
民
税
世
帯
非
課
税
者
で
、

世
帯
の
収
入
状
況
等
を
勘
案
し
、
生
計

が
特
に
困
難
と
判
断
さ
れ
る
方

※
軽
減
該
当
の
可
否
に
つ
い
て
は
別
途

基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る

　

利
用
者
負
担
の

軽
減
制
度
に
つ
い
て

食
費
、
居
住
費
の

軽
減
制
度
に
つ
い
て

負 担 額　

　該 当 要 件

居住費の上限額〈日額〉
食費の上限額
〈日額〉ユニット型個室 ユニット型準個室

従来型個室 多床室

①
老齢福祉年金受給者で世
帯全員が住民税非課税の
方、生活保護の受給者等

８２０円 ４９０円
（３２０円） ０円 ３００円

②
世帯全員が住民税非課税
で課税年金収入額と合計
所得金額の合計が80万円
以下の方

８２０円 ４９０円
（４２０円） ３２０円 ３９０円

③ 世帯全員が住民税非課税
で上記②に該当しない方 １，６４０円 １，３１０円

（８２０円） ３２０円 ６５０円

※（　）内は特別養護老人ホームに入所または短期入所生活介護を利用した場合の従来型個室の金額です。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を

介
護
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ

ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ

実
施
法
人　

秩
父
福
祉
会
、
秩
父
正
峰
会
、

み
な
の
福
祉
会

申
請
方
法　

高
齢
者
介
護
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
に
印
鑑
、
医
療
保

険
の
被
保
険
者
証
、
世
帯
全
員
の
収
入

お
よ
び
預
貯
金
等
の
金
額
が
わ
か
る
も

の
（
通
帳
等
）
を
持
参
し
て
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

高
齢
者
介
護
課

　

☎
25

－

５
２
０
５
（
直
通
）

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６
（
直
通
）
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　公共工事の入札および契約手続きの透明性、客観性および競争性確保のため、５千万円以上の工事につい
ては原則一般競争入札を行い、１千万円以上５千万円未満については、発注予定数の３分の２以上を一般競
争入札で行います。また、１千万円未満であっても、工事によっては一般競争入札を行うこともあります。
　なお、昨年度は、５千万円以上の工事については原則一般競争入札、１千万円以上５千万円未満について
は発注予定数の40％を目標としていました。

1　一般競争入札の拡大について

　総合評価方式は、経済性に配慮しつつ公共工事の品質を確保するために、総合的に優れた入札方法とされ
ています。
　今年度は、昨年度試行で実施した内容を検証し、新たな評価の方法など市独自方式の導入に向け規程等の
整備を行い、平成21年度から新方式による入札の実施を考えています。
　なお、実施時期、実施方法については改めて市報等でお知らせします。

2　総合評価方式について

　電子入札システムは、入札参加者が一堂に会する機会が少なく、談合等の不正行為の防止に一定の効果が
期待されており、来年度からは埼玉県および県内の参加自治体で行われている「埼玉県電子入札共同システム」
による入札を予定しています。
　今年度は、来年度の実施に向け、平成21・22年度建設工事等入札参加資格申請について、同システムによ
る入札参加資格申請を予定しています。

3　埼玉県電子入札共同システムへの参加について

⑴　基本的な考え方
　公共工事入札契約適正化法および入札談合等関与行為防止法が制定されたことを受け、国および各地方
公共団体では、談合等の不正行為を防止し、透明性・客観性・競争性を高めるために入札制度の改革に取
り組んでいます。また、不正行為に対しては、建設業法、独占禁止法等の関係法令の厳正な運用および指
名停止措置などペナルティの強化に努めながら、不正行為等の防止策を講じています。また、発注者側が
入札談合に関与する、いわゆる「官製談合」についても、法律の改正により刑罰規定など内容の強化が図
られ、より談合等の不正行為が起こりにくいシステム作りを進めるため、入札制度改革に積極的に取り組
んでいます。
　秩父市でも、談合等の不正行為を防止するため、関係法令等に基づく市規程等の一部改正をいち早く行い、
入札談合防止の徹底を図って行きたいと考えています。
　また、談合情報については、その情報を秩父市公正入札調査委員会で審議し、関係規程等に基づき入札
の延期もしくは中止、また、象業者の見直しなど、不正行為には厳正に対応し、公正取引委員会、所轄警
察等と連携し、厳しい姿勢で臨む考えです。なお、まったく根拠の無い情報等については、そのような情
報に惑わされることなく、公正な入札の執行および契約事務の遂行を進める考えです。
⑵　秩父市談合等防止措置強化の取り組みについて
　○　５千万円以上の一般競争入札については、入札参加者全員から内訳書の提出を求めます。
○　独占禁止法違反行為および競売入札妨害または談合等について、指名停止の最長期間を現行の２年か
ら３年に延伸しました。
○　談合等の不正行為に係る損害の賠償金額を現行の契約金額の10％から20％とし、違約金特約額を引き
上げました。

4　談合等の不正行為の防止について

平成20年度　平成20年度　入札制度改革！！入札制度改革！！
市では、昨年度に引き続き、今年度も次のとおり入札制度改革を行います
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ちちぶバイオマス元気村発電所　視察・見学者受付中！

吉田元気村に足湯オープン！　中学生以上100円、小学生50円　好評営業中！

　申請は、埼玉県電子入札共同システムによる更新申請もしくは書面による新規申請となりますので、ご注
意ください。
①　受付期間
【新規（事業者）】（埼玉県電子入札共同システムに申請されていない方）
　　　　10月１日㈬～ 10月31日㈮
　　　近隣の受付機関の会場は右記のとおりです。
　　　※10月14日㈫から10月31日㈮は、県庁周辺施設を会場として
　　　　受け付けます。（受付会場の選択は自由です。）
　【更新（事業者）】（埼玉県電子入札共同システムに既に申請されている方）
　　　　10月14日㈫～ 11月28日㈮　　　　　　
②　秩父市では、申請受付を行わないため注意してください。
③　審査に必要な経営事項審査等の証明書類は、申請時有効な書面（新様式）が必ず必要となるため、必要
な書類の申請を事前に必ず行ってください。
④　説明会の日程・時間
　　　申請の説明会を県主催により実施します。
　　　近隣の説明会会場は下記のとおりです。

　　　　　　　午前の部　午前10時～正午（予定）
　　　　　　　午後の部　午後1時30分～３時30分（予定）
　　　※午前の部と午後の部は、同一内容です。（参加・出席および会場選択は自由です。）

　申請方法について詳しくは、埼玉県ホームページおよび秩父市ホームページをご覧ください。

1　申請方法について

10月３日㈮　飯能県土整備事務所
10月７日㈫　秩父県土整備事務所
10月８日㈬　熊谷県土整備事務所

９月５日㈮　秩父宮記念市民会館ホール　　　　　　　　
９月８日㈪　熊谷文化創造館さくらめいと　太陽のホール

　建設業法の施行規則が改正され、経営事項審査の評価基準が平成20年４月１日から変更になりました。こ
れにより、３月31日までに発行された旧基準による経営事項審査結果通知書は、平成21･22年度建設工事等入
札参加資格申請の添付書類として使用できないため、入札参加資格申請ができません。このため、各審査庁
で再審査を受けてください。なお、受付期間は平成20年７月29日㈫までです。

※平成21･22年度秩父市物品等入札参加資格審査申請については、受付時期を平成21年２月ごろに予定してい
ます。また、受付方法は窓口での提出に加えて電子申請を検討しています。
　詳しい内容については、改めて市報および市ホームページ等でお知らせします。　

問い合わせ　契約課　☎２５－５２１６（直通）

2　経営事項審査結果の再審査について

市では、行政経営の透明性を高めるため、公共工事の発注状況を下表のとおり公表します。（税込・500 万円以上）

問い合わせ　工事の内容…工事担当課、契約関係…契約課　☎２５－５２１６（直通）

平成20年４月契約分 公共工事発注状況の公表

（指名競争入札）

契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格
（税込／円）

契約金額
（税込／円）

落札率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

15日 ９月30日 聖地公園用地測量業務委託 大宮地内 4,998,000 4,410,000 88.24 ㈱武甲測量
地域整備部
公園課

☎22－2603

平成21・22年度建設工事等入札参加資格申請を予定されている方へ平成21・22年度建設工事等入札参加資格申請を予定されている方へ
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子
ど
も
た
ち
を
狙
う
不
審
者
の
情
報

や
、
空
き
巣
な
ど
の
被
害
が
秩
父
市
で

も
報
告
さ
れ
る
な
か
、
地
元
地
域
を
巡

回
す
る
事
業
者
（
団
体
）
と
秩
父
市
、

秩
父
警
察
署
・
小
鹿
野
警
察
署
で
「
安

心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り　

地
域
安
全

「
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」の

「
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」の  

　　
  

た
め
事
業
者
の
皆
さ
ん
に

た
め
事
業
者
の
皆
さ
ん
に

協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す

協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す

に
関
す
る
協
定
」
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

事
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
市
内
に
お

け
る
防
犯
や
交
通
安
全
の
広
報
活
動
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
、
見
守
り
活

動
な
ど
を
「
安
心
・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」

と
し
て
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

安心・安全のまちづくり 地域安全に関する協定
締結事業者（団体）一覧

平成20年４月現在

地
域
安
全
に

　

関
す
る
協
定
を

　
　

新
た
に

　
　

結
び
ま
し
た

４
月
25
日
、
新
た
に
、

○
「
昭
和
電
工
株
式
会
社
秩
父
事
業
所
」

○
「
株
式
会
社
瀧
石
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
」

○
「
株
式
会
社
吉
田
工
業
所
」

○
「
有
限
会
社
秩
父
楽
器
サ
ー
ビ
ス
」

○
「
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
株
式
会
社
」

の
５
事
業
者
の
方
に
「
地
域
安
全
に
関

す
る
協
定
」
へ
の
協
力
を
い
た
だ
け
る

こ
と
に
な
り
、秩
父
市
、秩
父
警
察
署
・

小
鹿
野
警
察
署
と
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
で
、
現
在
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
事
業
所
（
団
体
）
は
、
一
覧
の

と
お
り
48
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
市
で
は
、「
安
心
・
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
図
る
た
め
、

「
安
心
・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
民
間
企
業
・
団
体
を
広

く
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

危
機
管
理
課

　

☎
22

－

２
２
０
６
（
直
通
）

新たに協定を締結した事業所の皆さん

No 団体名 No 団体名

1 ㈱ダスキンサーヴ北関東ダスキンちちぶ 25 秩父土建株式会社

2 埼玉県電気工事工業組合 26 株式会社サンセイ

3 ㈱東京電力熊谷支社 27 三国建設株式会社

4 ㈱関電工北埼玉統括営業所秩父営業所 28 有限会社逸見建設

5 ㈱東京発電埼玉事業所 29 株式会社高野組

6 ちちぶ農業協同組合 30 株式会社下山工務店

7 秩父液化石油ガス協同組合 31 株式会社三共工務店

8 秩父市給排水設備指定工事店組合 32 黒澤建設株式会社

9 有限会社喜多園水道部 33 株式会社新井建設

10 建設埼玉秩父地区本部 34 津山建設工業株式会社

11 株式会社山口組 35 株式会社中村工務店

12 秩父鉄道株式会社 36 株式会社岩崎工務店

13 日新陸運株式会社 37 有限会社城新組

14 秩父通運株式会社 38 株式会社日新テクノ

15 昭和通運株式会社 39 医療法人全和会

16 株式会社磯田建設 40 西武リース株式会社

17 株式会社ダイショウ 41 有限会社おがわや

18 株式会社斎藤組 42 昭和工業株式会社

19 国進建設株式会社 43 秩父ガス株式会社

20 太洋建設株式会社 44 昭和電工株式会社秩父事業所

21 株式会社高橋組 45 株式会社瀧石コーポレーション

22 株式会社北爪組 46 株式会社吉田工業所

23 守屋八潮建設株式会社 47 有限会社秩父楽器サービス

24 須田建設株式会社 48 リビングウィル株式会社
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市
で
は
、
運
転
免
許
証
を
自
主
的
に

返
納
し
た
方
が
引
き
続
き
買
い
物
な
ど

で
外
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
健
康

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
元
気
長
寿
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、

次
の
よ
う
な
支
援
を
始
め
ま
し
た
。

①
バ
ス
共
通
カ
ー
ド
５
０
０
０
円
券
を

購
入
す
る
補
助
券
を
交
付
し
ま
す
。

　

運
転
免
許
証
返
納
者
の
交
通
手
段
と

し
て
、
市
内
を
走
る
路
線
バ
ス
の
利
用

を
促
進
す
る
た
め
、「
バ
ス
共
通
カ
ー

ド
」（
５
０
０
０
円
券
）
を
購
入
す
る

費
用
と
し
て
、「
バ
ス
共
通
カ
ー
ド
購

入
補
助
券
」（
５
０
０
０
円
分
）
を
１

回
に
限
り
交
付
し
ま
す
。

※
「
バ
ス
共
通
カ
ー
ド
購
入
補
助
券
」

は
、
市
民
生
活
課
（
本
庁
舎
３
階
）

お
よ
び
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
で

交
付
し
ま
す
。

②
運
転
免
許
証
返
納
に
よ
り
身
分
証
明

書
が
な
く
お
困
り
の
方
に
は
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
無
料
で
交
付
し

ま
す
。

　

運
転
免
許
証
は
運
転
以
外
に
身
分
証

明
書
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
使
え

る
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
の
新
規

交
付
手
数
料
を
通
常
５
０
０
円
の
と
こ

写真付住民基本台帳カード

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
を
支
援
！

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
を
支
援
！

〜
交
通
事
故
撲
滅
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

〜
交
通
事
故
撲
滅
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
〜

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
〜

ろ
を
全
額
免

除
し
ま
す
。

※
「
住
民
基

本
台
帳
カ

ー
ド
」
は
、

市
民
課

（
本
庁
舎

１
階
）
お

よ
び
各
総

合
支
所
市

民
福
祉
課
で
交
付
し
ま
す
。
な
お
、

各
総
合
支
所
で
交
付
の
場
合
は
、
申

請
か
ら
交
付
ま
で
一
週
間
程
度
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
支
援
を
受
け
る
際
は
、
運
転
免

許
証
返
納
時
に
警
察
署
ま
た
は
運
転
免

許
セ
ン
タ
ー
か
ら
発
行
さ
れ
る
「
申
請

に
よ
る
運
転
免
許
証
の
取
消
通
知
書
」

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
の

際
に
交
付
の
記
録
と
し
て
、
取
消
通
知

書
に
交
付
済
み
の
記
載
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ご
注
意

・
一
度
返
納
し
た
運
転
免
許
は
、
取
り

消
し
に
よ
り
効
力
が
な
く
な
り
ま
す
。

・
こ
の
補
助
制
度
の
対
象
は
、
運
転
免
許

を
全
部
取
り
消
し
た
方
に
限
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

①
に
つ
い
て　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－

５
２
０
０
（
直
通
）

②
に
つ
い
て　

市
民
課　

住
民
担
当

　

☎
22

－

２
２
１
１

　

内
線
１
１
１
６
〜
１
１
１
８

①
・
②
に
つ
い
て

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
３
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５
（
直
通
）

受付件数　206件

概　要　集　計

平成19年度平成19年度

「何でも投書箱」の概要「何でも投書箱」の概要
　「何でも投書箱」は、皆さんが日ごろから思

っている提言や要望、苦情など市政に対する意

見や、皆さんの自慢（私はこういうことができ

る）など何でもお伺いし、貴重なご意見として

まちづくりに反映させようとするものです。

　皆さんからいただいた投書は、匿名も含めす

べて市長が確認し、各担当部局で検討後、可能

なものはすぐに対応しています。すぐに対応で

きないものも、貴重なご意見として今後のまち

づくりの参考とさせていただいています。

　また、回答の必要なものはすべて回答を用意

し、住所と氏名を記載された方および返信用メ

ールアドレスのわかる方に直接回答しています。

　平成19年度には、206件の投書があり、下記

グラフのとおり、観光や公共施設に対する苦情

や提案、道路に関する要望などが多く寄せられ

ました。

問い合わせ　広報広聴課
　☎２２－２５０５（直通）

▲種類別

内　容

▲

投書方法
メール71件、投書（本庁）71件、投書（本庁以外）39件、
郵便等25件



2008年6月号

所在地　下影森1176－１
従業員数　45人
代表者　三上一郎
主な事業　一般貨物自動車運

送業、有価物再資
源化事業、一般廃
棄物収集運搬業、
産業廃棄物収集運
搬業、古物商

　

弊
社
は
、
１
９
７
９
年
４
月
に
創
業

し
、
今
ま
で
出
会
っ
た
方
々
と
の
一
期

一
会
が
原
動
力
と
な
り
、
30
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
初
は
、
電
力
会
社
か
ら
の
廃
電
線

を
再
資
源
化
す
る
た
め
の
輸
送
を
行
っ

て
お
り
ま
し
て
、
時
代
に
先
駆
け
資
源

循
環
型
の
仕
事
で
し
た
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
商
品
は
、
精
錬

メ
ー
カ
ー
で
二
次
加
工
さ
れ
、
自
動
車

の
エ
ン
ジ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な

商
品
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
現

在
も
運
搬
業
務
は
継
続
し
て
行
っ
て
お

り
、
地
球
温
暖
化
ガ
ス
の
削
減
に
寄
与

し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

浦
山
ダ
ム
、
合
角
ダ
ム
、
神
流
川
ダ

ム
、
滝
沢
ダ
ム
等
の
ダ
ム
建
設
に
伴
い
、

土
砂
掘
削
と
土
砂
の
運
搬
を
手
掛
け
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
当
社
に
と
っ
て

大
変
幸
運
で
あ
り
、
そ
こ
で
学
ん
だ
施

工
技
術
を
、
今
後
の
仕
事
に
生
か
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
海
外
の
ゴ
ミ
処
理
を
視
察

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
秩
父
の
豊
か
な

自
然
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
は
ご
み

の
減
量
化
と
と
も
に
秩
父
郡
内
の
一
般

廃
棄
物
の
収
集
・
分
別
・
再
利
用
が
必

要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
２
０
０
４
年
５
月
荒
川
上

田
野
に
、
紙
類
、
ビ
ン
、
缶
類
、
鉄
屑
、

非
鉄
金
属
類
の
選
別
を
主
な
業
務
と
す

る
一
般
廃
棄
物
資
源
化
工
場
を
建
築
い

た
し
ま
し
た
。

　

当
社
は
、「
人
と
環
境
を
大
切
に
、

日
々
新
た
な
創
造
と
技
術
で
地
域
づ
く

り
に
貢
献
す
る
」
を
基
本
理
念
と
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
８
年
に
は
快
適
職
場
の
認
定
、

平
成
18
年
に
は
埼
玉
県
の
彩
の
国
工
場

の
指
定
、
子
育
て
支
援
企
業
と
し
て
、

社
員
が
快
適
で
働
き
や
す
い
職
場
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
事
業
を
通
じ
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
資
源
回
収
の

支
援
、
環
境
教
育
お
よ
び
地
域
の
自
然

環
境
保
全
の
た
め
の
荒
川
河
川
敷
の
不

法
投
棄
ゴ
ミ
の
回
収
、
影
森
運
動
公
園

等
の
植
樹
を
行
う
等
、
森
や
ま
ち
を
豊

か
に
す
る
た
め
の
社
会
的
貢
献
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
運
輸
業
と
し
て
交
通
事
故
防

止
の
た
め
、
社
会
規
範
お
よ
び
法
令
を

遵
守
す
べ
く
、
安
心
・
安
全
運
行
の
た

め
の
社
員
教
育

を
実
施
し
、
信

頼
の
お
け
る
企

業
と
し
て
地
域

と
と
も
に
頑
張

っ
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま

す
。

日新陸運株式会社

所在地　山田2178
従業員数　136人
代表者　強谷隆彦
主な製品　フォトマスク・化合

物半導体
ＵＲＬ
　http://www.cec-kk.co.jp/

　

当
社
は
、
昭
和
42
年
の
創
業
以
来
、

一
貫
し
て
半
導
体
関
連
素
材
の
研
磨
加

工
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
超
精
密
研
磨
、

超
洗
浄
な
ど
微
細
な
研
磨
加
工
を
得
意

と
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
18
年
度
に
は

経
済
産
業
省
よ
り
「
元
気
な
モ
ノ
作
り

中
小
企
業
３
０
０
社
」
に
、
平
成
19
年

度
に
お
い
て
は
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
日

本
版
に
「
世
界
が
絶
賛
す
る
日
本
の
中

小
企
業
１
０
０
社
」
に
も
選
ば
れ
、
当

社
の
技
術
水
準
の
高
さ
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
九
州
大
学
・
早
稲
田
大
学
と
の

共
同
研
究
も
進
め
ら
れ
て
お
り
成
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｓ

９
０
０
１
お
よ
び
１

４
０
０
１
に
続
き
、
Ｔ
Ｓ
１
６
９
４
９

も
取
得
し
、

取
引
先
か
ら

信
頼
さ
れ
る

企
業
と
し
て
、

世
界
の
頂
点

を
目
指
し
技

術
の
向
上
に

努
力
し
て
お

り
ま
す
。

秩父電子株式会社

～秩父大好き秩父っ子を育む子育て応援企業などを訪問しました～

秩父電子㈱本社工場秩父電子㈱本社工場

所在地　荒川上田野768
従業員数　70人
代表者　吉田　進
主な事業　木材業、一般貨物自

動車運送事業、産業
廃棄物収集運搬業、
介護事業

ＵＲＬ
　http://www.takiisi.co.jp

　

当
社
の
創
業
は
、
旧
大
滝
村
で
林
業

を
生
業
と
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

江
戸
期
に
は
、
幕
府
か
ら
大
瀧
強
石
組

と
し
て
天
領
の
木
材
伐
採
、
管
理
を
請

負
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

当
社
の
社
名
の
由
来
も
、
こ
の
大
瀧

強
石
組
か
ら
取
り
ま
し
た
。

　

昭
和
20
年
に
製
材
業
を
始
め
、
昭
和

27
年
に
は
、
当
社
の
前
身
で
あ
る
吉
田

木
材
有
限
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

昭
和
31
年
に
始
め
た
木
材
チ
ッ
プ
業

で
会
社
の
基
盤
を
築
き
、
家
業
か
ら
企
業

へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

を
は
じ
め
、
物
流
事
業
、
介
護
事
業
、

保
険
事
業
の
４
事
業
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
社

是
で
あ
り
ま
す

『
感
謝
と
報
恩
』

の
心
を
旨
と
し
、

社
業
を
通
じ
て

地
域
社
会
の
発

展
に
貢
献
し
て

い
き
ま
す
。

株式会社瀧石コーポレーション

㈱瀧石コーポレーション本社㈱瀧石コーポレーション本社

日新陸運㈱環境事業部資源化工場日新陸運㈱環境事業部資源化工場

18182008年6月号



　　　　　　　　　　　　　　　https://library.city.chichibu.lg.jp/i/ihome.html（携帯電話用）

　

平
成
19
年
度
の
市
長
に
よ
る
企
業
訪

問
で
は
、
市
内
に
あ
る
子
育
て
応
援
宣

言
企
業
な
ど
、
工
業
系
企
業
の
ほ
か
、

福
祉
、
運
送
業
な
ど
10
社
の
企
業
訪
問

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
で
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
市
内
企
業
の
現
状
の
把
握
を
行
う

と
と
も
に
、
先
進
的
な
企
業
の
経
営
戦

略
や
、
経
営
手
法
の
行
政
へ
の
取
り
込

み
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
探
り
、
併

せ
て
、
企
業
の
将
来
展
望
を
お
伺
い
し
、

各
般
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

少
子
化
が
進
み
、
人
口
の
減
少
が
急

速
に
進
む
中
、
市
内
に
立
地
す
る
企
業

が
持
続
的
に
発
展
す
る
た
め
に
は
優
秀

な
人
材
の
確
保
が
重
要
な
条
件
の
ひ
と

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
秩
父
で
生
ま
れ
育
っ
た
子

ど
も
た
ち
が
秩
父
地
域
外
で
は
な
く
、

秩
父
の
企
業
で
働
き
「
故
郷
で
錦
を
飾

る
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
支
援
を
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
ご
紹
介
し
た
企
業
の
一
部
で
は
、

従
業
員
の
子
育
て
や
、
地
域
に
お
け
る

子
育
て
を
応
援
す
る
た
め
の
取
り
組
み

な
ど
を
行
う
「
子
育
て
応
援
宣
言
」
や
、

企
業
内
保
育
施
設
の
検
討
を
行
っ
て
い

る
企
業
な
ど
、
子
育
て
に
対
す
る
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
に
お
い
て
も
、
誰
も
が
子

ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
、
子
ど
も

た
ち
が
夢
を
育
む
こ
と
の
で
き
る
地
域

社
会
の
実
現
と
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

楽
し
く
、
元
気
に
、
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
こ
と
を
願
う「
子
育
て
支
援
・

元
気
長
寿
の
ま
ち
」
宣
言
を
行
い
、
各

種
施
策
を
通
じ
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

工
業
は
秩
父
の
産
業
の
中
で
も
重
要

な
産
業
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
こ
の
産
業

の
発
展
が
秩
父
地
域
の
経
済
発
展
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

今
後
、
行
政
と
し
て
も
こ
れ
ら
の
企

業
と
連
携
を
図
り
、
地
域
の
活
力
の
源

で
あ
る
人
材
の
育
成
・
確
保
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

工
業
振
興
課

　

☎
22

－

３
４
２
８
（
直
通
）

企
業
訪
問
の
ね
ら
い

所在地　下影森1505
従業員数　500人
代表者　海老沼　彰
主な製品　化合物半導体製品・

レアアース磁石合金
ＵＲＬ
　http://www.sdk.co.jp

　

当
事
業
所
は
、
豊
か
な
緑
と
清
流
の

自
然
環
境
に
抱
か
れ
、
時
代
の
最
先
端

を
担
う
素
材
の
研
究
開
発
か
ら
生
産
ま

で
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
培
っ
て
き
た
素
材
開

発
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し
、
多
目
的
な

視
点
か
ら
の
研
究
開
発
を
展
開
し
、
化

合
物
半
導
体
・
レ
ア
ア
ー
ス
磁
石
合
金

等
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
関
連
の
多
彩

な
製
品
群
を
幅
広
い
産
業
分
野
に
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

　

進
化
す
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
。
そ

れ
に
は
、
情
報
の
高
速
伝
送
と
表
示
が

鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。

　

化
合
物
半
導
体
は
、「
発
光
」
と
「
高

速
」
と
い
う
優
れ
た
特
性
を
も
ち
、
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
L
E
D
）
を
は
じ
め
、

光
通
信
用
受
光

素
子
等
、
私
た

ち
の
身
近
な
と

こ
ろ
で
ひ
ろ
く

使
わ
れ
て
い
ま

す
。
当
事
業
所

で
は
、
結
晶
育

成
、
エ
ピ
タ
キ

シ
ャ
ル
成
長
及

び
素
子
化
の
技
術

を
駆
使
し
て
、
高

特
性
、
高
信
頼

性
の
L
E
D
用
エ

ピ
ウ
エ
ハ
ー
及
び

L
E
D
チ
ッ
プ
、

受
光
素
子
用
エ
ピ

ウ
エ
ハ
ー
を
製
造

し
て
い
ま
す
。

　

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
装
置
の
軽
量

化
・
小
型
化
・
高
性
能
化
が
進
む
中
で
、

今
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
レ
ア
ア
ー

ス
磁
石
で
す
。
レ
ア
ア
ー
ス
磁
石
は
、

そ
の
ず
ば
ぬ
け
た
磁
気
特
性
か
ら
、
パ

ソ
コ
ン
周
辺
機
器
等
の
情
報
電
子
機
器

を
は
じ
め
と
し
て
、
医
療
、
自
動
車
等

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
事
業
所
で
は
、
長
年
培
わ
れ
た
金
属

合
金
の
鋳
造
技
術
を
駆
使
し
て
、
ネ
オ

ジ
ウ
ム
鉄
ボ
ロ
ン
系
磁
石
合
金
な
ど
の

希
土
類
磁
石
用
合
金
を
生
産
し
、
レ
ア

ア
ー
ス
磁
石
合
金
メ
ー
カ
ー
と
し
て
確

固
た
る
地
位
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

昭和電工㈱秩父事業所

企業の方から説明を受ける栗原市長

LEDランプLEDランプ

化合物半導体工場化合物半導体工場 レアアース磁石レアアース磁石

企
業
と
進
め
る
子
育
て

支
援
と
人
材
育
成

お
わ
り
に

1919
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７
月
29
日
㈫
か
ら
31
日
㈭
の
３
日
間
、

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
相
撲
競

技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

第
１
ア
リ
ー
ナ
に
設
営
す
る
特
設
本
土

俵
の
製
作
過
程
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

高
校
総
体
で
使
用
す
る
土
俵
は
、
台

形
の
土
俵
木
枠
に
土
を
入
れ
、
平
面
に

勝
負
俵
16
俵
と
東
西
南
北
の
４
か
所
に

徳
俵
と
呼
ば
れ
る
俵
１
つ
分
の
出
っ
張

り
を
設
け
、
合
計
20
俵
の
小
俵
を
円
形

に
埋
け
込
ん
で
作
ら
れ
ま
す
。
大
き
さ

は
、
大
相
撲
で
使
わ
れ
る
土
俵
と
同
じ

く
、
15
尺
（
直
径
４
・
５
５
メ
ー
ト
ル
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
会
場
と
な
る
文
化
体
育
セ
ン

タ
ー
で
は
、
７
月
12
日
㈯
か
ら
「
や
ぐ

ら
」
の
設
置
作
業
に
入
り
、
そ
の
後
、

土
俵
が
作
ら
れ
、
７
月
23
日
㈬
に
完
成

の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

土
俵
の
土　

土
は
「
荒
木
田
」
と
い
う

壁
土
用
の
粘
土
質
の
土
を
使
用
し
ま
す
。

こ
の
土
は
、
東
京
都
荒
川
区
荒
木
田
原

体
」
体
」」

「
彩
夏
到
来 

08 

埼
玉
総
体
」

「
彩
夏
到
来 

08 

埼
玉
総
体
」

「
彩
夏
到
来 

08 

埼
玉
総
体
」

ニ
ュ
ー
ス
④

ニ
ュ
ー
ス
④

ニ
ュ
ー
ス
④

　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
）
相
撲
競
技
の
会
場
の
た

め
、
左
記
期
間
中
は
全
館
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

期　

間　

７
月
13
日
㈰
〜
８
月
５
日
㈫

問
い
合
わ
せ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
25

－

４
０
０
４

⑤
完
成

⑤
完
成

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

か
ら
の
お
知
ら
せ

相
撲
競
技

特
設
本
土
俵
が

　

で
き
る
ま
で

（
現
・
町
屋
）
の
荒
川
沿
岸
で
取
れ
た

も
の
で
、
き
め
が
細
か
く
、
粘
土
質
が

強
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
相
撲
の

舞
台
と
な
る
両
国
国
技
館
で
使
わ
れ
る

土
俵
の
土
も
荒
木
田
土
で
す
が
、
現
在

は
、
千
葉
県
我
孫
子
市
周
辺
で
取
れ
る

荒
木
田
土
を
使
用
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

※
当
実
行
委
員
会
で
は
、
全
国
大
会
に

ふ
さ
わ
し
い
環
境
づ
く
り
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
観
覧
者
の

た
め
の
休
憩
所
や
売
店
を
設
置
し
、

見
る
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
方
々
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
相
撲
大
会
の
入
場
料
は
無
料

で
す
。
未
来
の
横
綱
を
目
指
す
、
迫

力
あ
る
高
校
生
の
真
剣
勝
負
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

秩
父
市･

小
鹿
野
町
実
行
委

員
会
事
務
局
☎
25

－

５
２
２
９（
直
通
）

④
土
俵
俵
の
埋
け
込
み

④
土
俵
俵
の
埋
け
込
み

②
や
ぐ
ら
の
吊
り
上
げ
と

②
や
ぐ
ら
の
吊
り
上
げ
と

土
俵
木
枠
の
設
置

土
俵
木
枠
の
設
置

③③
土
俵
木
枠
へ
の
土
入
れ
と
整
地

土
俵
木
枠
へ
の
土
入
れ
と
整
地

①
や
ぐ
ら
の
組
み
立
て

①
や
ぐ
ら
の
組
み
立
て

土俵ができるまで



１
．
客
を
取
り
扱
う
こ
と
。
待
遇
。

２
．
食
事
や
茶
菓
の
ご
ち
そ
う
。
饗
応
。

３
．
身
に
備
わ
っ
た
も
の
ご
し
。
身
の

こ
な
し
。

４
．
心
く
ば
り
・
と
り
は
か
ら
い

身
の
こ
な
し
や
心
く
ば
り
な
ど
も
重
要

このページを折りにふれてご覧いただき、日ごろのおもてなしにお役立てください。

〝

〞

な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
程
度
の
身
の
こ
な
し
や
心
く
ば

り
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
訓
練
を
重
ね
る
こ

と
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ち
ち
ぶ

ち
ち
ぶ

ち
ち
ぶ

ち
ち
ぶ

其
の
壱

其
の
壱

其
の
壱

其
の
壱

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

お
も
て
な
し

お
も
て
な
し

お
も
て
な
し

お
も
て
な
し

「
お
も
て
な
し
」っ
て

「
お
も
て
な
し
」っ
て

な
あ
に
？

な
あ
に
？

問
い
合
わ
せ

☎

お
客
様
に
何
度
も

お
客
様
に
何
度
も

お
越
し
い
た
だ
く
た
め
に

お
越
し
い
た
だ
く
た
め
に

ち
ち
ぶ
に
広
め
よ
う

ち
ち
ぶ
に
広
め
よ
う

〝
お
も
て
な
し
〞
の
輪

〝
お
も
て
な
し
〞
の
輪

21



み
ち
し
る
べ

サ
イ
ト

たび案内たび案内たび案内たび案内たび案内 －観光ひとくちメモ－－観光ひとくちメモ－－観光ひとくちメモ－－観光ひとくちメモ－

“おもてなし”のための“おもてなし”のための“おもてなし”のための“おもてなし”のための

き

ち
ん

〝

〞

問
い
合
わ
せ

☎

Ｑ１　仁王門があり、石仏で有名な札所は？
①２番　②３番　③４番

Ｑ２　歌手の方もヒット祈願に訪れる札所は？
①13番　②23番　③33番

おもてなしクイズ
※解答は24ページの欄外

かつて１番とされていた定林寺
（現・札所17番）現・札所１番四萬部寺

近くに残る道標

江
戸
時
代
の
札
所
め
ぐ
り

江
戸
時
代
の
札
所
め
ぐ
り

江戸時代の「秩父札所案内絵図」

22

ホ
、
ホ
タ
ル
来
い
！

問
い
合
わ
せ

☎



23

　訪問販売や電話勧誘販売等では、つい必要でないものを買
ったりすることがあります。そこで、契約を冷静に考えなお
す期間を設け、その期間内であれば、書面で通知することに
よって無条件で契約を解除できるようになっています。これ
を「クーリング・オフ制度」といい、電話や手紙で呼び出さ
れたり、道で呼び止められて契約してしまった場合にも適用
されます。期間は、「契約日を含んだ８日間」です。この期
間内にハガキで業者に通知します。
　また、クーリング・オフを妨害された場合は、業者に新た
に法定書面を交付させ、その発行日から起算されます。
※3,000円未満の現金取引や、購入した消耗品を使用した場
合、その使用部分はクーリング・オフできません。
　訪問販売や商品契約など、消費者トラブルに関してお困り
の時は迷わず消費者相談室へご相談ください。

相談窓口　市役所消費生活相談室　
　☎２２－２２１１内線１３１１
（毎週月・水・金曜日、午前９時～午後４時）
問い合わせ　市民生活課☎２５－５２００（直通）

クーリング・オフ通知はどう書くの？

はがきによるクーリング・オフ通知の記入例

申
込
日　

平
成
○
○
年
○
月
○
○
日

商
品
名　

○
○
○
○
○
○
○

商
品
の
金
額　

○
○
○
○
○
円

右
記
日
付
の
申
込
み
は
取
り
消
し
（
ま

た
は
「
契
約
は
解
除
」）
し
ま
す
。

住
所　

○
○
○
市
○
○
○
町
○
○
○

氏
名　

○
○
○
○
○
○

平
成
○
○
年
○
月
○
○
日

官製はがき
○
○
市
○
○
町
○

－

○
○

○
○
○
○
株
式
会
社
○
○
支
店

　
　
　
　

代
表
者　

○
○
○
○
様

配
達
記
録

《う　ら》 《おもて》

クーリング・オフ通知の証拠を残しましょう
①はがきの両面をコピーして保管しましょう。
②郵便局の窓口で、配達記録郵便（210円）とし
て差し出し、控えを保管しましょう。

③クーリング・オフ期間内の消印となるよう手続
きをしましょう。

クーリング・オフをご存じですか　クーリング・オフをご存じですか　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク

【
お
た
す
け
隊
】

【
お
た
す
け
隊
】

あ
な
た
の
困
っ
た
を
お
手
伝
い
！

　

県
と
市
と
協
働
で
、
お
た
す
け
隊
を

派
遣
し
ま
す
。

◇
お
部
屋
の
お
掃
除

◇
話
し
相
手

◇
家
事
の
お
手
伝
い

◇
見
守
り

◇
散
歩
・
外
出
等
の
支
援

◇
網
戸
・
障
子
張
り

◇
そ
の
他
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
た
す
け
隊
員
も
随
時
募
集
中
！

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
や
の
か
わ
商
店
街
振
興
組
合

　

福
祉
事
業
部　

担
当
：
鈴
木
純

　

☎
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－

８
８
５
６

（
月
〜
金
、
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

日
本
初
コ
イ
ン
型

秩
父
市
共
通
商
品
券「
和
同
開
珎
」

２
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
つ
い
て

　
　
　
　

通
常
販
売
し
て
お
り
ま
す
！

発
売
所　
市
内
36
店
舗

加
盟
店　

加
盟
店
看
板
ま
た
は
加
盟
店

シ
ー
ル
掲
示
の
市
内
商
店
街
や
大
型
店

で
ご
利
用
で
き
ま
す
。（
４
６
８
店
舗
）

７
月
８
日
㈫
は
あ
め
薬
師

ひ
が
し
ま
ち
は
お
寺
と
街
が
ひ
と
つ
で
す
。

※
坂
上
商
店
前
駐
車

　

場
に
て

ト
ッ
カ
ン
米（
実
演
）

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

札
所
13
番
慈
眼
寺
・

東
町
商
店
街
（
協
）

あ
め
薬
師
セ
ー
ル

あ
め
薬
師
セ
ー
ル

ひ
が
し
ま
ち
札
所
13
番
慈
眼
寺

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
２
３
４
回

あ
そ
び
に
お
い
で
よ

６
月
21
日
㈯
夜
７
時
〜

★
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
セ
ー
ル
実
施

　
（
６
月
20
日
か
ら
22
日
）

★
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
大
会

★
懐
か
し
遊
び
で
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

★
秩
父
一
シ
リ
ー
ズ

★
源
流
会
が
や
っ
て
く
る
！

★
極
眞
空
手
演
舞

★
福
引
大
会
…
参
加
方
法【
ナ
イ
ト
開
催

時
に
福
引
き
会
場
へ
秩
父
市
報
の
こ

の
ペ
ー
ジ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。ナ
イ

ト
バ
ザ
ー
ル
の
福
引
き
に
一
回（
お
一

人
様
一
枚
ま
で
）参
加
で
き
ま
す
。】市

報
は
お
返
し
い
た
し
ま
す
。景
品
は
な

く
な
り
次
第
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。詳
し
く
は
チ
ラ
シ
に
て
。

済



2008年6月号 24

　１～１歳半程度のお子さんの写真を同封し、住所・保護者の方とお子さんの名前・電話番号・生年
月日とコメントを明記のうえ、市役所広報広聴課（〒368- 8686　熊木町８－ 15）までお送りください。
　抽選に漏れた方も、２歳になる月までは、翌月の抽選に繰り入れ、再抽選しています。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

応 募 方 法

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒 368-8686　熊木町８－ 15、市役所広報広聴課へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（３月末締切り分→５月号に掲載）１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所・氏名は、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒 368-8686　熊木町８－ 15　市役所広報広聴課へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（６月末締切り分→８月号に掲載）１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所・氏名は、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。
　お知らせ　市民文芸または選者へのご意見・ご感想等は、市役所広報広聴課あてにお送りください。

「いないいないばぁ～！」

（大野原）

四方田　航
わたる

 くん
「このお洋服

かわいい！？…♡」

（中村町）

八木　心
ここ

美
み

 ちゃん
「歌と果物の大好きな

ボクで～す！」

（下吉田）

坂本　昂
たか

史
ふみ

 くん
「天気がいいと、お外で

お散歩気持ちいね !!」

（栃　谷）

藤原　莉
り

瑚
こ

 ちゃん

（
評
）
　

五
月
五
日
は
立
夏
で
、
暦
の
上
で
は
夏
に
入
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
稿
を
書
い
て
い
る
日
も
、
前
日
同
様
冷
た

い
一
日
で
暖
房
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今
号
の
出
る
六
月
十
日
は
入
梅
で
す
が
、
こ
の
頃
も
秩
父
で
は
炬
燵
を
仕
舞
え
な
い
家
が

あ
る
で
し
ょ
う
。
季
節
を
詠
う
俳
句
で
は
、
気
候
の
変
動
は
な
か
な
か
の
曲
者
で
す
。
さ
て
「
も
の
の
芽
」
と
は
、
特
定
の
木

の
芽
や
草
の
芽
の
こ
と
で
は
な
く
、
早
春
に
芽
吹
く
も
の
全
て
を
い
い
、「
風
光
る
」
と
は
、
春
に
な
り
日
光
が
強
く
な
る
と
、

風
が
な
ん
と
な
く
光
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
を
、「
ま
ろ
ぶ
」
と
は
、
こ
ろ
が
る
こ
と
で
す
。
揚
句
は
み
な
よ
い
と
こ
ろ
を
見

て
の
作
句
で
す
。

星
空
を
引
き
寄
せ
て
ゐ
る
花
辛
夷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
戸
町　

須
田　

真
弓

春

雨

や

心

安

け

く

鍋

洗

ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
町　

岩
田
巻
太
郎

も
の
の
芽
の
一
雨
ご
と
の
息
吹
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
宮
地
町　

荻
野　

佳
子

保
育
士
に
ぶ
ら
さ
が
る
子
等
風
光
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
野
原　

黒
沢　

一
登

柿
若
葉
風
が
踊
っ
て
す
ぎ
に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
田
町　

加
藤
し
げ
子

春
泥
に
ま
ろ
び
て
老
い
の
苦
笑
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
影
森　

山
口
千
代
子

堀

り

起

す

土

の

匂

や

春

の

風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三　

峰　

千
島
サ
マ
井

春

雷

に

遍

路

の

列

の

急

ぎ

足　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
宮
地
町　

福
島
美
夏
子

爆

竹

に

馴

れ

し

猿
ま
し
ら

や

山

笑

う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
川
白
久　

坂
本　

和
作

燕

来

て

古

巢

で

鳴

き

し

朝
あ
し
た

か

な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
川
上
田
野　

浅
見　

恒
子

大
野
ひ
ろ
志　

選

俳　
　
　

句

（
評
）
　

中
村
さ
ん
、
詞
書
に
和
銅
千
三
百
年
祭
と
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
市
内
黒
谷
の
地
よ
り
和
銅
が
献
上
さ
れ
て
か
ら

千
三
百
年
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
の
祝
の
折
の
歌
で
す
。
獅
子
舞
を
終
え
、
昇
揚
し
た
気
分
の
少
年
の
様
子
が
、
生
き
生
き
と
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。
坂
本
さ
ん
、
ま
ず
歌
の
内
容
に
心
ひ
か
れ
ま
し
た
。
又
、
ご
夫
婦
の
仲
の
良
い
様
子
が
、
目
に
見
え
る
様

に
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
斉
藤
さ
ん
、
変
化
の
激
し
い
世
の
中
に
、
農
業
を
続
け
て
ゆ
こ
う
と
い
う
作
者
の
気
持
ち
が
、
下
句
の

具
体
的
な
表
現
に
出
て
い
ま
す
。
髙
橋
さ
ん
、
テ
レ
ビ
に
見
る
気
象
予
報
士
は
、
天
候
に
関
わ
る
生
活
上
の
注
意
を
い
ろ
い
ろ

と
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。
上
句
「
傘
を
持
て
半
袖
が
よ
し
」
の
表
現
に
躍
動
感
が
あ
り
ま
す
。「
母
に
代
り
て
」
も
面
白
い
感
じ

方
で
す
ね
。
皆
さ
ん
、
歌
一
首
が
で
き
ま
し
た
ら
何
度
も
読
み
返
し
て
、
拙
い
と
こ
ろ
を
直
し
て
く
だ
さ
い
。

獅
子
頭
を
脱
ぎ
し
少
年
あ
ど
け
な
く
汗
ふ
く
笑
顔
の
瞳
輝
く 

黒　

谷　

中
村　

美
代

難
聴
の
妻
に
肩
寄
せ
穏
や
か
に
話
せ
ば
や
が
て
笑
顔
と
な
り
ぬ 

荒
川
白
久　

坂
本　

和
作

変
わ
る
世
に
農
を
捨
て
き
れ
ぬ
我
な
り
し
新
緑
を
背
に
芋
の
手
入
れ
ず 

久　

那　

斉
藤
ヨ
ネ
子

傘
を
持
て
半
袖
が
よ
し
と
予
報
士
の
母
に
代
わ
り
て
細
々
と
告
ぐ 

山　

田　

髙
橋　

洋
子

花
見
客
の
杖
を
賴
り
し
人
多
く
我
も
混
じ
り
て
ゆ
っ
く
り
と
行
く 

荒
川
上
田
野　

浅
見
庄
次
郎

旅
行
者
の
我
に
も
慈
悲
の
ま
な
こ
向
く
黒
き
マ
リ
ア
の
み
手
に
触
れ
た
り 

山　

田　

大
嶌　

映
子

孫
を
つ
れ
長
男
一
家
の
移
り
来く

と
庭
の
牡
丹
の
咲
く
頃
を
待
つ 

吉
田
久
長　

関　
　

孝
一

八
十
我
の
一
人
の
旅
を
気
遣
い
て
送
る
息
子
と
迎
え
る
孫
と 

阿
保
町　

友
田
ミ
サ
ヲ

朝
毎
に
背
黒
鶺
鴒
の
来
て
遊
ぶ
わ
が
庭
い
た
く
気
に
入
り
た
る
か 

中
村
町　

岩
田
巻
太
郎

雑
木
々
の
芽
吹
き
急
か
せ
る
春
の
雨
前
の
山
よ
り
新
芽
匂
い
来 

上
吉
田　

町
田　

な
を

新
井　

悦
子　

選

短　
　
　

歌

おもてなしクイズの解答　Ｑ１　③４番金昌寺　　Ｑ２　②23番音楽寺
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◇
夏
期
の
開
館
時
間
延
長
の
お
知
ら
せ

　

６
〜
８
月
の
毎
週
金
曜
日
、
秩
父
図

書
館
１
階
に
限
り
、
試
行
的
に
午
後
６

時
か
ら
８
時
ま
で
開
館
時
間
を
延
長
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
６
月
27
日
は
金
曜
日
で
す
が
、
月
末

館
内
整
理
日
の
た
め
、
前
日
の
木
曜

日
に
午
後
８
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。

◇
寄
贈
本
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
度
、
秩
父
宮
会
様
か
ら
『
日
本

女
性
史
大
辞
典
』、『
日
本
芸
能
事
典
』『
絶

滅
危
惧
の
昆
虫
事
典
』
の
３
冊
を
ご
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
催
し
物
の
お
知
ら
せ

〈
秩
父
図
書
館
〉

●
絵
本
相
談
日

　

６
月
10
日
、
24
日
、
７
月
８
日
の
火

曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午

　

お
子
さ
ん
と
過
ご
す
絵
本
タ
イ
ム
は

充
実
し
て
い
ま
す
か
？

ど
ん
な
絵
本

を
選
ん
だ
ら
良
い
か
、
迷
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

良
い
絵
本
の
選
び

方
、
与
え
方
な
ど
に
つ
い
て
、
ベ
テ
ラ

ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
お
は
な
し
会
（
入
場
無
料
）

　

６
月
14
日
、
28
日
、
７
月
12
日
、
26

日
の
土
曜
日
、
午
後
３
時
か
ら
（
約
40

分
）

　

４
歳
以
上
の
幼
児
、
低
学
年
児
童
向

け
の
昔
話
や
童
話
等
を
お
話
し
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
横

に
お
並
び
く
だ
さ
い
。

●
第
１
４
０
回
・
名
作
映
画
鑑
賞
会

題　

名　

武
器
よ
さ
ら
ば

（
１
９
３
２
年
、
ア
メ
リ
カ
、
83
分
）

原　

作　

ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
大
作

家
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ

監　

督　

フ
ラ
ン
ク
・
ボ
セ
イ
ジ

出　

演　

ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
２
枚
目
ス
タ

ー
、
ゲ
ー
リ
ー
・
ク
ー
パ
ー
、
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
イ
の
大
女
優
ヘ
レ
ン
・
ヘ
イ
ズ

内　

容　

第
１
次
世
界
大
戦
中
の
イ
タ

リ
ア
を
舞
台
に
、
野
戦
病
院
の
自
動
車

の
運
転
手
と
看
護
婦
と
の
出
会
い
と
悲

し
み
を
描
い
た
ラ
ブ
・
ス
ト
ー
リ
ー
。

原
作
の
香
り
高
さ
を
十
分
に
伝
え
る
映

画
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

◎
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
撮
影
賞
と
録
音
賞

の
２
部
門
を
受
賞

◎
６
月
26
日
㈭
午
後
１
時
30
分
上
映

◎
会
場　

秩
父
図
書
館
２
階

◎
映
画
解
説
が
あ
り
ま
す
。
入
場
無
料
。

〈
荒
川
図
書
館
〉

●
ピ
ヨ
ピ
ヨ
タ
イ
ム

　

６
月
10
日
、
７
月
８
日
の
火
曜
日
、

午
前
11
時
か
ら
（
約
30
分
）

  

幼
稚
園
や
保
育
園
に
入
る
前
の
お
子

図書館ホームページアドレス　　https://library.city.chichibu.lg.jp（パソコン用）
　　　　　　　　　　　　　　　https://library.city.chichibu.lg.jp/i/ihome.html（携帯電話用）

さ
ん
と
保
護
者
の
方
を
対
象
と
し
た
や

さ
し
い
お
は
な
し
の
時
間
で
す
。

●
お
は
な
し
会

　

６
月
28
日
、
７
月
19
日
の
土
曜
日
、

午
後
２
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
） 

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
絵

本
や
紙
芝
居
、
昔
ば
な
し
な
ど
を
読
み

ま
す
。

◆
転
出
・
転
居
の
際
は
ご
連
絡
を

　
『
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
』
を
お
持
ち

の
方
で
、
転
出
・
転
居
な
ど
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
が
変
わ
ら
れ
た
際
は

図
書
館
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※秩…秩父図書館
荒…荒川図書館
吉…秩父図書館吉田分館
大…秩父図書館大滝分館 開

館
時
間

〈
秩
父
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

〈
荒
川
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
吉
田
分
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
大
滝
分
館
〉

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
６
月
10
日
〜
７
月
31
日
の
休
館
日

各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
１ 火 17 木
２ 水 18 金
３ 木 19 土 　　　　　　大
４ 金 20 日 　　　　　　大
５ 土 　　　　　　大 21 月 　　荒　吉　大
６ 日 　　　　　　大 22 火 秩
７ 月 秩　荒　吉　　 23 水
８ 火 24 木
９ 水 25 金
10 木 26 土 　　　　　　大
11 金 27 日 　　　　　　大
12 土 　　　　　　大 28 月 秩　荒　吉　　
13 日 　　　　　　大 29 火
14 月 秩　荒　吉　　 30 水
15 火 31 木
16 水

７月 ６月
各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
10 火 21 土 　　　　　　大
11 水 22 日 　　　　　　大
12 木 23 月 秩　荒　吉　　
13 金 24 火
14 土 　　　　　　大 25 水
15 日 　　　　　　大 26 木
16 月 秩　荒　吉　　 27 金 秩
17 火 28 土 　　　　　　大
18 水 29 日 　　　　　　大
19 木 30 月 秩　荒　吉　　
20 金

◎大雨等の場合は巡回できませんので、秩父図書館にお問い合わせください。
◎貸し出しには、『図書館利用カード』が必要です。利用カードがない方は、その場で発
行しますので、身分証明書をお持ちください。
◎貸出期間は次回巡回日までです。

駐車場所 荒川西小学校
職員駐車場

大滝中学校
駐車場

上吉田塚越
風間商店前

駐車時間 13：00～14：00 11：15～11：45 14：30～15：00

巡
回
日

６月12日㈭ ６月19日㈭ ６月13日㈮
７月10日㈭ ７月17日㈭ ７月16日㈬
９月11日㈭ ９月18日㈭ ９月12日㈮

移動図書館車「しばざくら号」の市内巡回をご利用ください移動図書館車「しばざくら号」の市内巡回をご利用ください
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※「平成20年度 秩父市健康カレンダー」の冊子は、１年間大切に保管してください。

●【BCG予防接種】生後３か月～６か月未満
　６月20日㈮　13：15～14：00
　※母子健康手帳、予診票をお持ちください。

●【乳幼児健診】

●【育児相談・健康相談】
　７月２日㈬　９：30～10：30

●【ことばの相談】※予約制

●【親子ふれあい教室】
　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　７月14日㈪　９：30～11：10　
※初めての方は電話で吉田保健センターへ申込み

●【よしだ元気塾】おおむね40歳以上の方
　６月17日㈫、７月15日㈫　13：30～15：30
　吉田振興会館３階
※初めての方は直接または電話で吉田保健センタ
ーへ申込み

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

６月20日㈮ 13：00～13：45 ４ か 月 児 健 診
10 か 月 児 健 診

平成20年１・２月生まれ
平成19年７・８月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象
６月19日㈭

13：00～16：00 ことばの発達、発音な
どに関する個別相談

ことばの発達、発音な
どに心配のある幼児と
その保護者７月17日㈭

●【健康相談・育児相談】
　７月８日㈫
　13：00～15：00　大滝総合支所内
　※健康手帳・母子健康手帳をお持ちください。

●【乳幼児健診】

●【歯みがき教室】

● 【育児相談】

●【親子ふれあい教室】
　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　６月26日㈭・７月10日㈭・24日㈭　９：30～11：10
●【ＢＣＧ予防接種】満３か月～６か月未満
　７月30日㈬　13：15～14：00
　※母子健康手帳、予診票をお持ちください。
●【健康相談】
　７月９日㈬　13：30～14：30
　※健康手帳をお持ちください。
●【生活習慣病予防料理教室（出前料理）】
　７月11日㈮　10：00～13：00
　上サ区農村センター
　※エプロン、三角巾をお持ちください。
※直接または電話で荒川保健センターへ申込み（先
着20人）

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

６月25日㈬
13：15～14：00

１ 歳６か月児健診
３ 歳 児 健 診

平成18年10・11月生まれ
平成17年１・２月生まれ

７月30日㈬ ４ か 月 児 健 診
10 か 月 児 健 診

平成20年２・３月生まれ
平成19年８・９月生まれ

［三種混合］
対　象：生後３か月～７歳６か月未満
受け方：初回…３回接種（間隔は３～８週で接種）
　　　　追加…１回接種（初回３回目を接種した日

から１年～１年６か月の間に接種）

※三種混合予防接種は接種間隔を必ず守って受けて

ください。秩父保健センター（集団）でも受けら

れます。

●【言語リハビリ教室】

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

７月７日㈪ 10：00～11：00 育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定 乳　　幼　　児

吉田保健センター会場（【よしだ元気塾】は、吉田振興会館３階）

大滝保健センターからのお知らせ

荒川保健センター会場

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

６月25日㈬ 13：15～14：00
歯 科 医 師 の 診 察
ブ ラッ シ ン グ 指 導
フ ッ 素 塗 布 等

平成18年４・５月生まれ

※40歳以上で「話す」・「読む」・「書く」・「聞いて理

解する」ことなどでお困りの方は、各保健センタ

ーへご相談ください。

月　　日 会　　場 実施時間

６月19日㈭ 秩父保健センター

13：30～15：30６月24日㈫ 吉田保健センター

６月30日㈪ 荒川保健センター
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秩父保健センター会場
※３か月を過ぎたお子さんはＢＣＧから受けましょう！
　ＢＣＧは原則集団接種（秩父・吉田・荒川保健セ
ンター）ですが、対象月齢までに体調が悪いなど
の理由で接種できない場合は各保健センターにお
問い合わせください。

●【両親学級】
　妊娠５か月を過ぎた初回妊婦さんとその家族

※対象者に個別通知予定（電話で秩父保健センター
へお申し込みください。）

●【胃がん・子宮がん検診】（個別）
　指定の医療機関で胃がん・子宮がん検診が受けら

れます（それぞれ先着200人）。毎月１～７日（土・

日・祝日を除く）に各保健センターで申込みを受け

付けています。

胃がん検診（40歳以上の方：2,500円）
子宮がん検診（20歳～39歳の方：頚部検診 1,300円、
40歳以上の方：頚部･体部検診 2,100円）

●【大腸がん検診】(個別)
　毎月１～７日（土・日・祝日を除く）に各保健セ

ンターで申込みを受け付けています。

大腸がん検診（40歳以上の方：500円）
※検診料が無料となる方：平成20年度「秩父市健康

カレンダー」の５ページをご覧ください。

●【妊婦健康診査について】
　妊婦健康診査を無料で受けられる回数が２回から
５回に拡大されました。
　対象は４月１日以降に母子健康手帳を交付した妊

婦さんとなりますが、市では母子健康手帳を既に交

付済みの方で現在妊娠中の方についても対象とし、

無料の受診票を追加交付いたします。

●【妊婦超音波検査に係る妊婦健診の補助について】
　市では、子育て支援事業の一環として超音波検査

に係る妊婦健診の一部補助を行っています。詳しく

は各保健センターまでお問い合わせください。

●【指定医療機関で受けられる予防接種（個別予防接種）】
［麻しん風しん混合］
対　象：第１期…１歳～２歳未満
　　　　第２期…小学校就学前の１年間

●【乳幼児健診】

※母子健康手帳、健診アンケートをお持ちください。
●【育児相談】

※育児相談と同時に、子育てに心配のある方などを
対象に、療育相談員による「すこやか相談」を実
施します（要予約）。
●【予防接種】（集団）

※母子健康手帳、予診票をお持ちください。

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象
７月10日㈭

13：00～14：00

３ 歳 児 健 診 平成17年３月生まれ
７月15日㈫ 乳児（４か月児）健診 平成20年２月生まれ
７月16日㈬ 乳児（10か月児）健診 平成19年９月生まれ
７月22日㈫ １歳６か月児健診 平成18年12月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

７月４日㈮ ９：30～10：30
育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定
赤 ち ゃ ん 体 操

乳　　幼　　児

種　類 月　日 受付時間 対　　　　象

三種混合 ７月８日㈫
８月４日㈪

13：30～14：30
生後３か月～７歳６か月未満

Ｂ Ｃ Ｇ
６月16日㈪
７月23日㈬
８月18日㈪

生後３か月～６か月未満

ポ リ オ 10月に実施予定 各センター別 生後３か月～７歳６か月未満

月   日 時　　間 内　　　容 講　師
１
日
目

７月７日㈪ 13：15～16：00
（受付13：00～）

妊娠中の保健 産婦人科医師
お産の準備と経過
呼吸法など 助産師

２
日
目

７月13日㈰
13：30～16：00
（受付13：15～）

赤ちゃんの育て方 保健師
沐浴実習 助産師

３
日
目

７月17日㈭
歯科保健、歯科健診 歯科医師
歯みがき指導 歯科衛生士
栄養と食事・試食 栄養士
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国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
老
後
の
「
老
齢
基

礎
年
金
」、
障
が
い
の
状
態
に
な
っ
た

と
き
の
「
障
害
基
礎
年
金
」、
一
家
の

働
き
手
が
家
族
を
残
し
て
亡
く
な
っ
た

と
き
の
「
遺
族
基
礎
年
金
」
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
保
険

料
は
忘
れ
ず
に
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

　

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
場
合
、

保
険
料
免
除
制
度
や
保
険
料
納
付
猶
予

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶

予
制
度
は
次
の
と
お
り
で
す
。

法
定
免
除

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
と
き
に

届
け
出
れ
ば
そ
の
間
の
保
険
料
は
全
額

免
除
さ
れ
ま
す
。

・
障
害
年
金
（
１
級
・
２
級
）
を
受
け

て
い
る
と
き

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受

け
て
い
る
と
き

申
請
免
除

　

所
得
の
減
少
や
失
業
な
ど
で
保
険
料

を
納
め
る
の
が
困
難
な
と
き
に
は
、
本

人
の
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が

免
除
さ
れ
ま
す
。
本
人
・
配
偶
者
・
世

帯
主
の
前
年
所
得
に
よ
る
審
査
が
あ
り

ま
す
。

・
全
額
免
除

　

保
険
料
が
全
額
免
除
さ
れ
ま
す
。

・
４
分
の
３
免
除

保
険
料
の
４
分
の
３
が
免
除
さ
れ
、

４
分
の
１
を
納
め
ま
す
。

・
半
額
免
除

保
険
料
の
半
額
が
免
除
さ
れ
、
半
額

を
納
め
ま
す
。

・
４
分
の
１
免
除

保
険
料
の
４
分
の
１
が
免
除
さ
れ
４

分
の
３
を
納
め
ま
す
。

若
年
者
納
付
猶
予

　

30
歳
未
満
の
方
（
学
生
を
除
く
）
で
、

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

○
天
災
や
失
業
等
の
理
由
に
よ
る
申
請

も
で
き
ま
す
。
そ
の
際
は
、
公
的
機

関
で
発
行
す
る
証
明
書
等
を
添
え
て

く
だ
さ
い
。

○
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
が
、
全
額
免

除
・
納
付
猶
予
に
該
当
す
る
場
合
は

希
望
に
よ
り
翌
年
手
続
き
を
し
な
く

て
も
継
続
し
て
申
請
で
き
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　社会保険庁では、コンビニ納付
やクレジットカード納付の導入な
ど、納めやすい環境づくりに取り
組み、納付方法の多様化などを促
進してきました。また、不適切な
取扱いの再発防止策の一環として、
平成20年５月から、原則として社
会保険事務所の窓口における国民
年金保険料の現金領収を廃止する
ことになりました。
　今後の国民年金保険料の納付は、
次の方法でお願いします。
①国民年金保険料納付書による納付
〈納付場所〉
○全国の銀行、信用金庫、信用組
合、労働金庫、農協・漁協等の
金融機関
○郵便局
○コンビニエンスストア
②口座振替による納付
〈申込み手続きを行う窓口〉
○全国の銀行、信用金庫、信用組
合、労働金庫、農協・漁協等の
金融機関
○郵便局
○社会保険事務所
③クレジットカードによる納付
〈申込み手続きを行う窓口〉
○社会保険事務所
④電子納付（Pay-easy）による
納付

　国民年金保険料の納付書は、
Pay-easy（ペイジー）対応のＡ
ＴＭ、インターネットバンキング
等を利用して納付することができ
ます。詳しくはご利用の金融機関
にお問い合わせください。
※社会保険事務所から保険料の督
促等をした場合などは、当分の
間、社会保険事務所の窓口でも
現金による納付を受け付けます。

問い合わせ　秩父社会保険事務所
　☎２７－６５６１

申請月 承 認 期 間

平成20年7月
まで

平成19年7月
    ～平成20年6月
（18年中の所得で審査）

平成20年７月

～

平成21年7月

平成20年7月
    ～平成21年6月
（19年中の所得で審査）

＜免除承認期間＞

全額免除 4分の 3
免除 半額免除 4分の 1

免除
4人世帯

（夫婦・16歳未満の子2人）
162万円

（257万円）
230万円

（354万円）
282万円

（420万円）
335万円

（486万円）

2人世帯
（夫婦のみ）

92万円
（157万円）

142万円
（229万円）

195万円
（304万円）

247万円
（376万円）

単身世帯 57万円
（122万円）

93万円
（158万円）

141万円
（227万円）

189万円
（296万円）

<免除の対象となる所得（収入）の目安＞
※（　）内は給与所得者の年収ベースの目安

・平成20年度申請（平成20年7月分から平成21年6月分）の目安です。
・社会保険料控除額等が各個人で異なるため、この表は目安となります。

平成20年5月から平成20年5月から
社会保険事務所窓口での社会保険事務所窓口での
　　保険料領収は　　保険料領収は
　　　　廃止しています　　　　廃止しています



29

介　

護　

予　

防

〜
い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
き
た
い
〜

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
いつまでも　自分らしく

住みなれた地域で暮らすために
いつまでも　自分らしく

住みなれた地域で暮らすために

問い合わせ
●包括支援センター　　　　　 22-2582
●けやき包括支援センター　　 27-7331
●かえで包括支援センター　　 77-1134
●さくら包括支援センター　　 53-1014

　

Ａ
さ
ん
は
近
頃
、
ち
ょ
っ
と
し
た
段

差
や
何
も
な
い
道
で
も
転
び
そ
う
に
な

る
こ
と
が
時
々
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
足

が
疲
れ
や
す
く
な
り
、
近
所
の
ス
ー
パ

ー
ま
で
の
道
の
り
が
遠
く
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
Ａ
さ
ん
の
も
と
に
特
定
高

齢
者
通
知
が
届
き
ま
し
た
。
特
定
高
齢

者
と
い
う
も
の
が
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ

た
の
で
、
通
知
に
あ
っ
た
問
い
合
わ
せ

先
の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
た

と
こ
ろ
、
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
定
高
齢
者
は
、
健
康
診
査
を
受
け

た
人
や
家
族
・
本
人
か
ら
相
談
が
あ
っ

た
人
等
の
中
で
、
運
動
不
足
解
消
や
口

の
手
入
れ
、
栄
養
改
善
等
の
必
要
が
あ

る
人
が
該
当
し
、
希
望
に
よ
り
、
そ
れ

ら
の
機
能
の
維
持
・
向
上
に
効
果
が
期

待
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
、
機

能
の
維
持
・
向
上
に
向
け
、
一
緒
に
考

え
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
支

援
を
行
っ
て
く
れ
る
と
の
こ
と
で
、
最

近
、
足
腰
の
衰
え
を
感
じ
て
い
た
Ａ
さ

ん
は
、
担
当
者
に
自
宅
を
訪
問
し
て
も

ら
い
、
ど
う
す
れ
ば
足
腰
の
状
態
を
維

持
・
向
上
で
き
る
か
考
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

後
日
、サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
あ
る「
い

き
い
き
こ
ろ
ば
ん
教
室
」
に
参
加
し
、

運
動
指
導
員
か
ら
指
導
を
受
け
て
、
運

動
を
行
い
、
自
宅
で
も
意
識
し
て
体
を

動
か
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
ヵ
月
後
、
全
10
回
の
教
室
最
後
の

日
、
運
動
機
能
測
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

初
回
の
測
定
結
果
か
ら
大
幅
に
機
能
改

善
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
転
び
そ
う
に
な

る
こ
と
も
な
く
な
り
、
出
か
け
る
の
が

と
て
も
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

Ａ
さ
ん
は
今
後
も
指
導
内
容
を
思
い

出
し
な
が
ら
、
自
宅
で
も
運
動
を
継
続

し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
友
人
の
多
い
Ａ
さ
ん
は
、
友

人
に
会
う
と
、「
毎
年
、
健
康
診
査
を

受
け
て
、
自
分
の
体
の
状
態
を
知
り
、

介
護
予
防
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
」
と
い
う
こ
と
を
話
す
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
自
分
も
ま
わ
り
の
友
人
も
、

い
つ
ま
で
も
元
気
で
生
活
し
て
い
け
る

こ
と
を
願
っ
て
…
。

　

み
な
さ
ん
も
健
康
診
査
や
65
歳
以
上

の
方
を
対
象
と
し
た
、
生
活
機
能
の
状

態
を
把
握
す
る
た
め
の
「
生
活
機
能
評

価
」
を
受
け
て
、
介
護
予
防
を
図
り
、

い
つ
ま
で
も
元
気
に
生
活
を
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

相談名 相　談　日 問い合わせ

子 育 て 月～金曜
９時～16時

秩父市子育て支援センター
☎22－7282 22－7283
吉田子育て支援センター
☎77－1145 77－1148

子どもについ
ての心配ごと

月～金曜
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204

身体・知的障がい
児（者）について

月～金曜
９時～18時

フレンドリー☎22－7785 22－7055
（身体障がい） ☎22－7045 21－
6705（知的障がい）土曜  ９時～16時

精神障がい者
に つ い て

月～金曜
９時～17時

生活支援センター「アクセス」
☎24－1025 24－1026

障がい者の
就労・生活

月～金曜
９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・ 22－2870

い じ め・
不 登 校 等
教 育

ひまわり教室　月～金曜
９時～17時

ひまわり教室
☎22－2228

やまなみ教室
月・水・金曜　９時～12時

やまなみ教室
☎72－2030

人 権
月～金曜　8時30分～17時15分 さいたま地方法務局

秩父支局 ☎22－0827人権擁護委員による相談
火曜（第5週を除く）９時～ 16時

内 職 月～金曜　９時～16時
ちちぶパートバンク
☎24－5222
工業振興課
☎22－3428

職 業
ちちぶパートバンク
月～金曜　９時～17時
吉田総合支所　
月曜　９時～16時30分

労 働
月～金曜
9時～17時　電話相談
9時～16時　面接相談

労働相談センター☎048－830
－4522※秩父地域振興センタ
ーでは面接相談のみ実施（要
予約）☎24－1110

中小企業者向
けよろず金融

７/２㈬  13時～16時30分  ※前々日までに
要予約　会場   歴文館5階第２会議室

商業振興課 ☎25－5208
（相談：埼玉県信用保証協会）

結 婚
福祉女性会館
７/12㈯　13時～16時
※要予約（先着８人）

秩父市社会福祉協議会
☎22－1514

心 配 ご と 吉田総合支所　７/24㈭　13時～16時

相談名 相　　　談　　　日 会　　場 相　　談　　員

法 律

７月１日㈫・17日㈭
10時～15時

秩父市役所
（3階相談室） 弁護士７月８日㈫

10時～15時 荒川総合支所

※電話で予約が必要です。
６月20日㈮　午前９時から電話予約受付　各日先着10人

人 権

毎月第２・４
水曜

13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

人権擁護委員６月18日㈬ 荒川総合支所
７月16日㈬ 吉田総合支所

（振興会館）

行 政

６月16日㈪ 
７月28日㈪

13時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

行政相談委員
７月７日㈪ 吉田総合支所

（振興会館）
７月14日㈪ 荒川総合支所
６月23日㈪
７月28日㈪ 大滝総合支所

市 民 毎週木曜　13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

市民相談員
消 費 生 活 毎週月·水·金曜　９時～16時 消費生活コンサルタント
行 政 手 続 ７月８日㈫

13時～15時 行政書士

登 記 ６月18日㈬・７月16日㈬
13時～15時

司法書士
土地家屋調査士

税 務 ７月７日㈪
10時～15時 税理士

土 地 建 物 ６月17日㈫ 　10時～15時 宅地建物取引主任者
暴力について ６月26日㈭・７月24日㈭

10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 ６月24日㈫・７月22日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

年金・労働 ６月13日㈮・７月11日㈮
13時～15時 社会保険労務士

※市民生活課および各総合支所（市民福祉課）では、相談日以外でも相談を受け付けます。
上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25－5200（直通）

※相談日が祝日の場合はお休みとなります。

平成20年　勤労青少年の標語
『踏み出せば　拡がる世界　新たな自分』
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告
示
日　

６
月
29
日
㈰

投
票
日　

７
月
６
日
㈰

投
票
開
始
時
間　

午
前
８
時
30
分

※
終
了
時
刻
は
投
票
所
に
よ
り
異
な
り

ま
す
の
で
、
投
票
所
入
場
券
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
方

　

平
成
20
年
３
月
31
日
確
定
の
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
で
す
。
選
挙
権
が
あ
る
方
に
は
、

告
示
日
以
降
に
投
票
所
入
場
券
を
郵
送

し
ま
す
。
投
票
の
際
に
は
、
忘
れ
ず
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
22

－

８
２
０
０
（
直
通
）

国
民
健
康
保
険
で

　

異
動
の
あ
っ
た
方
は

　
　
　

届
出
が
必
要
で
す

１　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
て
、
新

し
く
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
、
ま
た
は

そ
の
扶
養
家
族
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
必

ず
14
日
以
内
に
国
民
健
康
保
険
の
脱
退
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
し
な

い
ま
ま
で
い
る
と
、
国
民
健
康
保
険
税
が

引
き
続
き
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

届
出
は
、
職
場
で
加
入
し
た
健
康
保
険

と
国
民
健
康
保
険
の
各
被
保
険
者
証
、
印

鑑
を
持
参
し
、
保
険
年
金
課
ま
た
は
総
合

支
所
市
民
福
祉
課
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

　

☎
25

－

５
２
０
１
（
直
通
）

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
３
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５
（
直
通
）

ン
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
農
薬
散
布
が

左
記
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
天
候
の
状
況
等
に
よ
り
散
布

作
業
の
日
程
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、

広
報
車
等
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

と　

き　

７
月
３
日
㈭

　
　
　
　

午
前
４
時
30
分
〜
８
時

と
こ
ろ　

太
田
、
小
柱
、
伊
古
田
、
蒔

田
、
田
村

問
い
合
わ
せ　

ち
ち
ぶ
農
協
営
農
経
済
部

　

☎
22

－

０
２
０
９

　

秩
父
市
農
業
振
興
課

　

☎
25

－

５
２
１
０

　

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
）
の
資
格
取
得
に
必
要
な
、
実
務
研

修
を
受
講
す
る
た
め
の
試
験
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

試
験
日　

10
月
19
日
㈰

会　

場　
獨
協
大
学
（
東
武
伊
勢
崎
線
松

原
団
地
駅
下
車
）
草
加
市
学
園
町
１

－

１

受
験
案
内
の
配
布　

　

秩
父
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
・
秩

父
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
各
事
務
所
・

市
役
所
高
齢
者
介
護
課
お
よ
び
各
総
合

支
所
市
民
福
祉
課
で
配
布

申
込
方
法　

６
月
25
日
㈬
か
ら
７
月
25
日

㈮
ま
で
に
左
記
へ
郵
送
（
簡
易
書
留
）

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議
会
福

祉
研
修
・
人
材
セ
ン
タ
ー
研
修
課

　

☎
０
４
８

－

８
２
４

－

３
１
１
１

　
（
試
験
専
用
）

秩
父
市
農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙

４

※市報掲載の広告は、あくまでも営業広告であり、市として推薦、公認、販売促進等を行っている
　ものではなく、内容について市が責任を負うものではありません。

農
薬
散
布
の
実
施

２　

水
稲
の
病
害
虫
防
除
の
た
め
、
大
田

地
区
と
尾
田
蒔
地
区
を
対
象
に
ラ
ジ
コ

平
成
20
年
度

埼
玉
県
介
護
支
援
専
門
員

　
　

実
務
研
修
受
講
試
験

３

　

柏
崎
市
の
秩
父
市
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
の
廃
止
に
伴
う
代
替
措
置
と
し
て
、

子
育
て
支
援
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
在
住
の
中
学
生
以
下
の
方
が
、

海
の
あ
る
市
町
村
の
宿
泊
施
設
に
海
水

浴
等
で
一
定
の
引
率
者
と
宿
泊
し
た
場

合
、
７
月
宿
泊
分
か
ら
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
も
の
で
、
市
議
会
６
月
定
例

会
に
提
案
し
、
可
決
さ
れ
た
後
に
事
業

を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
お
出
か
け
の

場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
し
く
は
、
市
報
７
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－

５
２
０
０
（
直
通
）

海
水
浴
等
の
宿
泊
費
を
補
助
し
ま
す

５

広告
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運
転
資
金
や
設
備
資
金
が
必
要
な
事

業
主
の
方
、
開
業
を
お
考
え
の
方
、
第

三
者
保
証
人
不
要
制
度
を
ご
希
望
の
方

等
は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

特
別
相
談
日
（
要
予
約
）

　

６
月
24
日
㈫
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

３
時

と
こ
ろ　

秩
父
商
工
会
議
所
会
議
室

　
　
　
　
（
地
場
産
セ
ン
タ
ー
３
階
）

相
談
員　

国
民
生
活
金
融
公
庫
融
資
課

担
当
者
お
よ
び
秩
父
商
工
会
議
所
経
営

指
導
員

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

秩
父
商
工
会
議
所
指
導
課

　

☎
22

－

４
４
１
１

中
小
企
業
・
開
業
を
お
考
え
の
皆
さ
ん
へ

国
民
生
活
金
融
公
庫

夏
季
特
別
融
資
相
談
会

６
不用品のリサイクルコーナー
　市では、日用品など自分には不用になったが、
まだ利用できるものなので譲りたい、または、
譲ってほしいという希望者を登録し、紹介して
います。
　なお、無料譲渡を条件とします。
譲
り
た
い
物

学習机、乳児用玩具、歩行器、室内すべ
り台

譲
っ
て
ほ
し
い
物

整理ダンス、車椅子、コンポスト（EM）、幼
児用自転車、足踏みミシン、ベビーベッド

登
録
状
況

　譲りたい物 ６件
　譲ってほしい物 ９件

（平成20年５月16日現在）

※登録期間は３か月間で、市内在住の方に限り
ます。

　希望者は、電話にて市民生活課にご連絡ください。
　また、有効期間中に「譲れなくなった」ま
たは「譲り受ける必要がなくなった」という
場合は、必ず市民生活課までご連絡ください。

登録申込み・問い合わせ
　市民生活課　☎２５－５２００（直通）
　　　　　　　☎２２－２２１１内線１３２１

７

　

埼
玉
県
で
は
、「
彩
の
国
み
ど
り
の

基
金
」
を
活
用
し
、
み
ど
り
の
保
全
と

創
出
を
推
進
す
る
事
業
提
案
を
公
募
し
、

植
栽
に
要
す
る
費
用
な
ど
、
事
業
に
要

す
る
経
費
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

事
業
内
容　

○
み
ど
り
を
ま
も
る
活
動

○
み
ど
り
を
つ
く
る
活
動

○
み
ど
り
を
ま
な
ぶ
活
動　

な
ど

補
助
金
額　

50
万
円
ま
で
は
全
額
、
50
万

円
を
超
え
る
場
合
は
２
分
の
１
を
補
助
、

上
限
は
１
５
０
万
円

対　

象　
県
内
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

申
込
み　

６
月
30
日
㈪
ま
で
に
所
定
の

応
募
書
類
（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

入
手
）
を
郵
送
か
直
接
左
記
ま
で
提
出
。

問
い
合
わ
せ　

県
環
境
部
み
ど
り
再
生
推
進

室
☎
０
４
８

－

８
３
０

－

３
１
４
７

み
ど
り
の
埼
玉
づ
く
り

県
民
提
案
事
業

８

電
動
生
ご
み
処
理
機

　

購
入
家
庭
に

　
　

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

９補
助
内
容

　

各
家
庭
で
購
入
し
た
電
動
生
ご
み
処

理
機
に
つ
い
て
、
購
入
金
額
の
２
分
の

１
（
最
高
２
万
円
を
限
度
）
を
補
助
金

と
し
て
交
付
し
ま
す
。

電
動
生
ご
み
処
理
機
と
は
？　

　

生
ご
み
を
分
解
、
減
量
、
堆
肥
化
す

る
た
め
の
電
動
式
の
装
置
で
す
。

補
助
対
象
者

①
市
内
在
住
の
方
（
事
業
所
を
除
く
）

②
電
動
生
ご
み
処
理
機
を
購
入
し
た
方

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

④
電
動
生
ご
み
処
理
機
よ
り
生
じ
る
堆

肥
等
を
原
則
と
し
て
自
宅
利
用
で
き

る
方

受
付
期
間　

現
在
受
付
中
で
す
。（
た
だ

し
、
予
定
基
数
に
な
り
次
第
締
切
）

※
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、
生
活
衛

生
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
振
興

課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
購
入
予
定
の
電
動
生
ご
み
処
理
機
が

補
助
対
象
と
な
る
か
分
か
ら
な
い
場

合
は
、
事
前
に
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
け
・
問
い
合
わ
せ

　

生
活
衛
生
課

　

☎
25

－

５
２
０
２(

直
通)

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
３(

直
通)

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
１(

直
通)

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
４(
直
通)

６
・
７
月
の

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

10と　　き ところ 内　　　　　　容 定員
６／18㈬
14:00～16:30 ちちぶパートバンク

若年者の求職活動について・就職
実現プランの作成について（座学） 15人

６／23㈪
13:30～15:30 吉田総合支所

自己分析とセールスポイントの見
つけ方（座学） 15人

６／25㈬
14:00～16:00 ちちぶパートバンク

中高年齢者の求職活動について
（座学） 15人

７／２㈬
14:00～16:00 ちちぶパートバンク 就職を成功させるために（座学） 15人

７／７㈪
13:30～15:30 吉田総合支所 履歴書・職務経歴書の書き方（座学） 15人

７／９㈬
14:00～16:00 ちちぶパートバンク 面接対策・就職の心得（座学） 15人

７／16㈬
14:00～16:30 ちちぶパートバンク

若年者の就職活動について・就職
実現プランの作成について（座学） 15人

※
定
員
の
関
係
上
、
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ち
ち
ぶ
パ
ー
ト
バ
ン
ク
で

は
、
一
般
求
人
情
報
も
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
吉
田
総
合
支
所
で
は
、

常
時
求
人
情
報
が
閲
覧
で
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父

　

☎
22

－

３
２
１
５

　

ち
ち
ぶ
パ
ー
ト
バ
ン
ク

　

☎
24

－

５
２
２
２
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勤
務
地　

市
立
保
育
所

資　

格　

原
則
、
保
育
士
登
録
を
受
け

た
方
ま
た
は
保
育
士
登
録
簿
に
登
録
予

定
の
方
で
す
が
、
保
育
、
子
育
て
支
援

に
熱
意
を
お
持
ち
の
方
も
お
声
掛
け
く

だ
さ
い
。

勤
務
条
件　

１
日
８
時
間
週
40
時
間
勤
務
。

構
造
改
革
特
別
区
域
の
認
定
に
よ
り
採

用
期
間
は
最
長
３
か
年
（
保
育
士
登
録

保
育
士
等
募
集

16

８
０
２
０
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

ご
推
薦
の
お
願
い

11　

第
16
回
８
０
２
０
よ
い
歯
の
コ
ン
ク

ー
ル
が
、
10
月
12
日
㈰
彩
の
国
歯
の
祭

典
に
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、秩
父
郡
市
歯
科
医
師
会

の
協
力
を
得
て
、第
一
次
審
査
を
行
い
ま

す
の
で
、コ
ン
ク
ー
ル
当
日
を
含
め
参
加

可
能
な
対
象
者
の
推
薦
を
お
願
い
し
ま

す
。（
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。）

第
一
次
審
査

と　

き　

６
月
29
日
㈰
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

秩
父
保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

80
歳
以
上（
10
月
11
日
現
在
）

で
、
県
内
に
在
住
し
、
自
分
の
歯
が
20

本
以
上
あ
る
健
康
な
方
で
、
当
コ
ン
ク

ー
ル
で
表
彰
経
験
の
な
い
方

推
薦
方
法

　

６
月
25
日
㈬
ま
で
に
次
の
事
項
を
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
対
象
者
の
連
絡
先
（
電
話
番
号
）

②
対
象
者
の
氏
名
・
年
齢
・
生
年
月
日

③
推
薦
者
氏
名（
自
薦
の
場
合
は
本
人
）

問
い
合
わ
せ　

秩
父
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
22

－

０
６
４
８

受
験
資
格　

昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
平
成

３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

試
験
の
程
度　

高
等
学
校
卒
業
程
度

試
験
日　

第
一
次
試
験　

９
月
７
日
㈰

第
二
次
試
験　

10
月
16
日
㈭
〜
23
日
㈭

の
い
ず
れ
か
１
日

申
込
期
間　

６
月
24
日
㈫
〜
７
月
１
日
㈫

ま
で
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

問
い
合
わ
せ　

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課

　

試
験
係　

☎
０
４
８

－

６
０
０

－

３
１
１
１

　

秩
父
税
務
署
総
務
課　

　

☎
22

－

４
４
３
３

国
家
公
務
員
Ⅲ
種（
税
務
）募
集

14

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
献
血
担
当

　

☎
22

－

０
６
４
８
（
代
表
）

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を

12
６
月
19
日
㈭
午
前
10
時
〜
正
午

吉
田
保
健
セ
ン

タ
ー
（
秩
父
献

血
推
進
協
議
会
）

７
月
７
日
㈪
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

午
後
０
時
30
分
〜
４
時

秩
父
神
社
境
内

（
秩
父
青
年
会
議
所
）

回
収
し
ま
す
！

あ
な
た
の
家
の
古
い
電
話
帳

13　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
地
球
環
境
保

護
・
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、
古
い

電
話
帳
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
ま
す
。
７
月
中
に
新
し
い
電

話
帳
を
各
ご
家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
の

で
、
そ
の
際
に
古
い
電
話
帳
を
配
達
員

へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
不
在
等
で
回
収
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
、
改
め
て
お
伺
い
し
ま
す

の
で
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　

☎
０
１
２
０

－
５
０
６

－

３
０
９

第
一
次
試
験
日
程

　

９
月
21
日
㈰
午
前
８
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　

市
民
会
館
３
階
会
議
室

採
用
予
定
職
種
・
人
数

〇
一
般
事
務
職　

若
干
名

※
身
体
障
が
い
者
の
方
を
対
象
と
し
た

採
用
試
験
を
あ
わ
せ
て
実
施
予
定

〇
一
般
事
務
職
（
土
木
技
師
）・
一
般

事
務
職
（
建
築
技
師
）　

若
干
名

〇
一
般
事
務
職
（
保
育
士
）・
保
健
師

　

若
干
名

実
施
要
項
の
配
布
（
予
定
）

　

７
月
７
日
㈪
か
ら

※
詳
細
は
、
市
報
７
月
号
お
よ
び
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

人
事
課

　

☎
22

－

２
２
０
７
（
直
通
）

●
県
内
市
町
村
職
員
採
用
合
同
説
明
会

と　

き　
７
月
23
日
㈬
正
午
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ

問
い
合
わ
せ　

彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域

連
合
☎
０
４
８

－

６
６
４

－

６
６
８
１

秩
父
市
職
員
を
募
集

15

を
受
け
た
方
ま
た
は
保
育
士
登
録
簿
に

登
録
予
定
の
方
）

募
集
人
員　

若
干
名

採
用
予
定　

随
時

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課

　

☎
25

－

５
２
０
６
（
直
通
）

秩
父
農
工
科
学
高
校

　

夏
季
公
開
講
座

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

17問
い
合
わ
せ　

秩
父
農
工
科
学
高
校

　

☎
22

－

３
０
１
７

21

－

１
０
４
０

講座名 開設期間 募集人数等 費用 申込方法 申込期間 申込者への
連絡方法 担当者

トンボ玉入門

８/23㈯・24㈰
30㈯
（３日間）
９:30 ～ 11:30

先着順
成人10人

2,000円
（材料費） はがき 8/11㈪～18㈪ 電　話 宮下秀男

歴史散歩（郷
土に刻まれた
歴史を訪ねて）

８/４㈪～６㈬
（３日間）
９:00 ～ 12:00

先着順
一般10人 無料 電話または

FAX 7/7㈪～18㈮ 電　話 荻原昭好

シェフに学ぶ
夏のヘルシー
ランチ

８/11㈪ 
９:30 ～ 12:30

先着順
一般40人 500円 電話または

FAX 7/1㈫～30㈬ はがき 奥　千加

※ＦＡＸによる申込みの場合は、郵便番号・住所・氏名・電話番号をご記入ください。
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特
定
公
共
賃
貸
住
宅（
空
家
）

入
居
者
募
集

18申
込
受
付
期
間　

随
時
受
付

申
込
者
の
資
格

①
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

③
入
居
し
よ
う
と
す
る
世
帯
全
員
の
収

入
月
額
が
、
20
万
円
以
上
60
万
１
千

円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

④
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
必
要

と
し
て
い
る
こ
と
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

建
築
住
宅
課

　

☎
25

－

５
２
１
４
（
直
通
）

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
３
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
１
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
４
（
直
通
）

市
営
住
宅
（
空
家
）

入
居
者
募
集

19申
込
受
付
期
間

　

６
月
23
日
㈪
〜
27
日
㈮

※
申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な

り
ま
す
が
、
期
間
中
申
込
み
が
な
い

場
合
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

※
申
込
書
は
受
付
期
間
前
で
も
配
布
し

て
い
ま
す
。

申
込
者
の
資
格

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
が
あ

り
、
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

③
入
居
し
よ
う
と
す
る
世
帯
全
員
の
収

入
の
総
額
が
、
基
準
の
範
囲
内
に
あ

る
こ
と
。

④
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
こ
と
。

入
居
予
定
時
期

　

８
月
ご
ろ（
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
住

宅
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
振
興

課
ま
で
。（
電
話
番
号
は
上
記
参
照
）

住宅名 募集戸数 所在地 間取り 家          賃 建設年度 備        考

１ 井ノ尻Ａ棟 ３戸 中村町３－８－９ 3DK 24,900～ 54,800円 H13 駐車場1戸1台3,000円

２ 柳　田 1戸 柳田町10－４ 3DK 19,900～ 43,800円 H５ 駐車場1戸1台 3,000円

市営住宅空家募集住宅一覧

特定公共賃貸住宅（空家）入居者募集住宅一覧
住宅名 募集戸数 所在地 間取り 家          賃 建設年度 備        考

１ 井ノ尻B棟 ６戸 中村町３－８－９ 3LDK

85,000円
入居者の収入に応じ
て減額制度（61,400
円～ 85,000円）があ
ります。

H15
駐車場1戸1台3,000円
<構造>中層耐火５階建エ
レベーター設置

外
国
語
教
育
研
修
講
座

　
（
初
級
英
会
話
）

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

20　

秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合
で
は
、
初

級
者
を
対
象
に
、
簡
単
な
英
会
話
を
学

ぶ
外
国
語
研
修
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

７
月
30
日
〜
10
月
29
日
の
水

曜
日
（
全
12
回
）、
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分

※
８
月
13
日
、
10
月
８
日
を
除
く
。

と
こ
ろ　

秩
父
消
防
本
部
３
階
会
議
室

対　

象　

満
18
歳
以
上
の
方
。
た
だ
し
、

現
役
学
生
は
除
く
。（
は
じ
め
て
の
受

講
者
優
先
）

定　

員　

20
人

参
加
費  

１
，
０
０
０
円
（
保
険
料
、

教
材
費
）

講　

師　

宮
前
の
り
子
先
生

申
込
期
限　

７
月
４
日
㈮

申
込
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

性
別
・
生
年
月
日
（
年
齢
）・
職
業
・

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
左
記
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
受
付
は
、
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
で
す
。
ま
た
、
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合　

管
理
課

〒
３
６
８
―
０
０
０
２　

秩
父
市
栃
谷

１
４
７
７

　

☎
23

－

２
２
４
２

23

－

１
２
３
６

Ｅ
メ
ー
ル　

kan
ri@
c-ko

u
iki.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

h
ttp
://w
w
w
.c-ko

u
iki.jp

彩
の
国
景
観
賞作

品
募
集

21　

埼
玉
県
で
は
、
県
内
の
優
れ
た
景
観

を
創
出
し
て
い
る
建
築
物
、
ま
ち
な
み
、

生
活
空
間
に
う
る
お
い
を
与
え
る
公
園

や
緑
地
、
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
な
ど
を

対
象
と
し
た
、
彩
の
国
景
観
賞
の
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
対
象

①
た
て
も
の
・
ま
ち
な
み
部
門

②
心
に
う
る
お
い
部
門

申
込
み　

７
月
31
日
㈭
ま
で
に
所
定
の

応
募
用
紙
（
県
土
づ
く
り
企
画
室
（
県

庁
内
）、
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
、
市
役

所
ま
ち
づ
く
り
課
で
入
手
で
き
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
各
応
募
用
紙

配
布
場
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
県
土
づ
く
り
企
画
室

　

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

５
３
６
７

ペ
ン
字
ク
ラ
ブ
（
夜
）

新
規
受
講
生
募
集

22と　

き　

原
則
第
１
・
３
木
曜
日
、
午
後

７
時
〜
８
時
50
分
（
初
日
７
月
３
日
㈭
）

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
研
修

室
１

講　

師　

斎
藤
湘
雨 

氏

対　

象　

成
人

募
集
人
数　

30
人
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
費　

月
額
１
，
２
０
０
円
（
教
材

費
別
、
初
日
の
７
月
３
日
に
持
参
）

申
込
み　

６
月
27
日
㈮
ま
で
に
、
中
央

公
民
館
（
☎
22

－

０
４
２
０
）
へ
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ペットは愛情を持ち、最後まで責任をもって飼いましょう！
飼い主には、ペットを愛情と責任を持って育て、最後まで飼い続ける義務があります。
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市
で
は
、
ち
ち
ぶ
パ
ー
ト
バ
ン
ク
内

に
内
職
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
、
内

職
相
談
員
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
求
人
開
拓
員
が
企
業
を

訪
問
し
、
内
職
求
人
の
開
拓
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

内
職
は
、
家
庭
で
仕
事
が
で
き
る
こ

と
か
ら
、
多
く
の
方
よ
り
求
職
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
が
、
現
在
紹
介
で
き
る

求
人
の
登
録
件
数
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
状
況
で
す
。
内
職
の
求
人
を
ご
希
望

の
企
業
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

工
業
振
興
課

　

☎
22

－

３
４
２
８
（
直
通
）

　

内
職
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
秩
父
地
域
地

場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
３
階
秩
父
パ
ー

ト
バ
ン
ク
内
）
☎
24

－

５
２
２
２

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

和
銅
奉
献
１
３
０
０
年

　

記
念
特
別
局

運
用
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

25　

秩
父
Ｄ
Ｘ
ク
ラ
ブ
で
は
、
秩
父
市
の

後
援
を
受
け
て
和
銅
奉
献
１
３
０
０
年

の
記
念
す
べ
き
年
に
特
別
局
を
開
設
し

ま
し
た
。
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
ラ
イ
セ

ン
ス
を
お
持
ち
の
方
、
ま
た
は
、
興
味

の
あ
る
方
、
一
緒
に
特
別
局
の
運
用
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？ 

開
設
期
間　

10
月
31
日
㈮
ま
で

開
設
場
所　

ほ
っ
と
す
ぽ
っ
と
秩
父
館

（
み
や
の
か
わ
商
店
街
内
）

問
い
合
わ
せ　

秩
父
Ｄ
Ｘ
ク
ラ
ブ
事
務
局　

小
林
☎
24

－

４
５
２
５（
コ
ー
ワ
電
器
）

Ｅ
メ
ー
ル　

kow
aden@

sea.plala.or.jp

と　

き　

第
２
・
４
月
曜
日

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ　

影
森
公
民
館
学
習
室

対　

象　

成
人
男
女
（
初
心
者
歓
迎
）

講　

師　

黒
澤
敏
子
先
生
（
御
室
流
）

募
集
人
数　

15
人

受
講
料　

月
１
，
５
０
０
円

花
材
費　

１
，
０
０
０
円
程
度

問
い
合
わ
せ　

影
森
公
民
館

　

☎
22

－

０
７
７
７

温
水
プ
ー
ル

　

夏
期
ア
ル
バ
イ
ト

　
　
　
　
　

監
視
員
募
集

24

内
職
求
人
を
募
集

23期　

間　

７
月
20
日
㈰
前
後
か
ら
８
月

末
ま
で

就
労
時
間　

午
後
０
時
45
分
〜
５
時
45
分

（
一
部
午
前
11
時
45
分
か
ら
）

募
集
人
員　

３
人

賃　

金　

時
間
給
７
５
０
円

対　

象　

17
歳
以
上
の
健
康
な
方
（
平

成
20
年
４
月
１
日
現
在
）　

申
込
み　

６
月
20
日
㈮
〜
６
月
30
日
㈪

に
、
窓
口
で
所
定
の
申
込
書
に
記
入
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
別
途

指
定
日
に
面
接
を
行
い
、
採
否
を
決
定

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

温
水
プ
ー
ル

　

☎
22

－

７
４
１
１

「
生
け
花
ク
ラ
ブ
」

受
講
生
募
集

26

「
だ
れ
で
も
う
ま
く
な
る
よ

写
真
ク
ラ
ブ
」参
加
者
募
集

27と　

き　

10
月
以
降
は
、
毎
月
第
２
火

曜
日
（
３
月
は
第
３
火
曜
日
）
午
後
７

時
〜
９
時　

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
研
修

室
２
・
３

対　

象　

満
15
歳
以
上
の
方
（
初
心
者

歓
迎
）

持
ち
物　

ス
チ
ー
ル
カ
メ
ラ

講　

師　

新
井
靖
雄 

氏

参
加
費　

年
間
４
，
５
０
０
円
（
初
日

に
集
金
）

定　

員　

50
人
（
申
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月
27
日
㈮

ま
で
に
、電
話
で
中
央
公
民
館（
☎
22

－

０
４
２
０
）へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

開講日 内　　　容
７月８日㈫ 写真の魅力と心得
７月17日㈭ カメラの知識
７月29日㈫ 実技指導定例会
８月７日㈭ フィルムの知識
８月12日㈫ 実技指導定例会
８月19日㈫ 光の知識
９月９日㈫ 実技指導定例会
９月16日㈫ 構図の知識
９月23日㈫ 構図の知識
９月30日㈫ 三脚と小道具の知識
10月５日㈰ 特別野外実技指導

展
示
期
間　

８
月
２
日
㈯
〜
９
月
28
日
㈰

対　

象　

原
則
と
し
て
秩
父
郡
市
内
の

個
人
・
団
体
・
学
生

第
５
回
案
山
子
祭
り

「
か
か
し
」
の
募
集

28

参
加
費　

無
料
（
か
か
し
の
作
成
費
用

は
自
己
負
担
）

展
示
場
所　

下
吉
田
の
フ
ル
ー
ツ
街
道
沿
線

搬
入
時
期　

か
か
し
の
搬
入
は
、
８
月
２
日

㈯
午
後
１
時
〜
３
時
に
、
各
自
で
「
釜
の

上
農
園
村
」
ま
で
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

大
き
さ
の
制
限

　

高
さ
１
ｍ
の
杭
に
固
定
で
き
る
作
品

と
し
ま
す
。

表　

彰　

審
査
を
行
い
、
優
秀
作
品
を

表
彰
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

フ
ル
ー
ツ
街
道
振
興
協
議
会
（
吉
田

総
合
支
所
地
域
振
興
課
内
）

　

☎
72

－

６
０
８
３

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w.fruits-road.com

ふ
る
さ
と
料
理
教
室

29　

ふ
る
さ
と
の
味
伝
承
士
に
よ
る
、
ち

ょ
っ
と
な
つ
か
し
い
味
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

と　

き　

７
月
３
日
㈭

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

荒
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
調
理
室

内　

容　

手
打
ち
う
ど
ん
、
か
き
あ
げ
、

炭
酸
ま
ん
じ
ゅ
う

材
料
費　

５
０
０
円　
　
　

持
ち
物　

頭
巾
（
バ
ン
ダ
ナ
等
）・
エ

プ
ロ
ン　
　
　
　

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

６
月
24
日
㈫
ま
で
に
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

荒
川
公
民
館

　

☎
54

－

１
０
５
８



35

●
英
語
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

　

市
内
の
企
業
、
市
内
在
住
の
海
外
生

活
経
験
者
、
教
員
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
等
を
講
師

に
迎
え
、
中
学
生
の
英
語
力
向
上
を
目

的
と
し
た
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
英
語

検
定
準
２
級
ま
た
は
３
級
の
合
格
を
目

指
し
ま
す
。

と　

き　

７
月
31
日
㈭
〜
10
月
15
日
㈬

全
18
回
（
１
回
90
分
〜
１
２
０
分
）

※
夏
季
休
業
中
は
、
原
則
火
・
木
曜
日

（
午
前
９
時
30
分
〜
）、
二
学
期
以
降

は
、
原
則
水
曜
日
（
午
後
６
時
30
分

〜
）・
土
曜
日
（
午
前
９
時
30
分
〜
）

と
こ
ろ　

教
育
研
究
所

対　

象　
市
内
在
住
の
中
学
２
・
３
年
生

定　

員　

30
人

参
加
費　

３
，
０
０
０
円
（
教
材
費
）

●
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
サ
マ
ー
・
キ
ャ
ン
プ

　

２
日
間
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
の

中
で
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
等
と
英
語
で
生
活
を
と

も
に
し
な
が
ら
英
語
に
親
し
み
、
英
語

会
話
等
の
集
中
的
な
研
修
を
通
し
て
中

学
生
の
実
践
的
な
英
語
力
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

と　

き　

８
月
11
日
㈪
〜
12
日
㈫
（
１

泊
２
日
）

と
こ
ろ　

大
滝
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

対　

象　

市
内
在
住
中
学
生

定　

員　

20
人

参
加
費　

３
，
５
０
０
円

申
込
み　

６
月
20
日
㈮
ま
で
に
各
学
校

を
通
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

中
学
生
の
た
め
の

英
語
力
向
上
講
座

30

と　

き　

第
１
回　

７
月
12
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館

対　

象　

市
内
在
住
で
２
歳
か
ら
６
歳

ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
方

内　

容　

水
遊
び
（
竹
鉄
砲
、
金
魚
す

く
い
）
を
予
定

参
加
費　

無
料

定　

員　

20
組

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉

推
進
課
☎
22

－

１
５
１
４

す
く
す
く
親
子
遊
戯
教
室

31　
「
食
べ
吐
き
を
繰
り
返
す
子
ど
も
を

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
？
」「
無
理
な
ダ

イ
エ
ッ
ト
を
し
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
？
」
家
族
だ
け
で
悩
ま
ず
に
、
専

門
家
の
話
を
聞
き
な
が
ら
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

と　

き　

７
月
８
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

秩
父
保
健
所

テ
ー
マ　

摂
食
障
害
か
ら
の
回
復
〜
家

族
と
し
て
で
き
る
こ
と

内　

容　

午
後
１
時
か
ら
講
義
（
講
師

臨
床
心
理
士
）、
２
時
か
ら
家
族
の
話

し
合
い

対　

象　
摂
食
障
害
を
持
つ
方
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

摂
食
障
害
家
族
教
室

32

申
込
み　

７
月
４
日
㈮
ま
で
に
秩
父
保

健
所
摂
食
障
害
の
相
談
担
当
（
☎
22

－

３
８
２
４
）
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

埼
玉
司
法
書
士
会
秩
父
支
部
会
主
催

や
さ
し
い
市
民
法
律
教
室

33と　

き　
６
月
26
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

秩
父
地
場
産
セ
ン
タ
ー
５
階

会
議
室

題　

目　
「
登
記
は
な
ぜ
必
要
か
」

内　

容　

登
記
済
証
書
の
廃
止
と
登
記

識
別
情
報
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

※
お
気
軽
に
身
近
な
困
り
ご
と
な
ど
を

ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
司
法
書
士
会
秩
父
支
部

会
☎
23

－

０
０
８
７

と　

き　

６
月
25
日
〜
10
月
８
日
の
毎

週
水
曜
日
（
た
だ
し
、
８
月
13
日
を
除

く
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

荒
川
総
合
運
動
公
園
体
育
館

内　

容　

初
級
卓
球
講
座

会　

費　

１
，
０
０
０
円　
　
　

持
ち
物　

ラ
ケ
ッ
ト
（
お
持
ち
で
な
い

方
は
公
民
館
で
用
意
し
ま
す
。）　

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

６
月
18
日
㈬
ま
で
に
、
電
話

卓　

球　

講　

座

34

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

荒
川
公
民
館
☎
54

－

１
０
５
８

と　

き　

９
月
５
日
〜
12
月
12
日
の
金

曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

対　

象　

一
般
成
人
男
女

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

定　

員　

２
２
０
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

７
月
９
日
㈬
か
ら
文
化
体
育

セ
ン
タ
ー
窓
口
に
参
加
費
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
、
火
曜
休
館
）

※
電
話
や
本
人
以
外
に
よ
る
お
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

－

４
０
０
４

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
教
室

35と　

き　

６
月
28
日
㈯

午
前
９
時
〜
12
時
（
講
習
会
）

午
後
１
時
〜
４
時
（
交
流
大
会
）

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
（
第
１

ア
リ
ー
ナ
）

講　

師　

埼
玉
県
卓
球
協
会
ラ
ー
ジ
ボ

ー
ル
部
役
員

参
加
費　

５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

申
込
み　

６
月
22
日
㈰
ま
で
に
責
任
者

の
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
お
よ
び
参
加

人
数
を
明
記
し
、卓
球
連
盟
事
務
局（

23

－

６
１
０
３
）
ま
で
。

※
当
日
も
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

秩
父
市
卓
球
連
盟

　

新
船
宅
☎
22

－

１
１
０
５

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
講
習
会

36

※
私
立
の
中
学
生
は
、
直
接
教
育
研
究

所
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
研
究
所
☎
22

－

２
４
４
６

秩父市ホームページ　http://www.city.chichibu.lg.jp
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水
泳
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

レ
ッ
ス
ン

38 と　

き　

７
月
25
日
〜
８
月
29
日
ま
で

の
火
・
金
曜
日
（
８
月
15
日
を
除
く
合

計
10
回
）、
午
後
７
時
〜
９
時
（
初
回

は
午
後
６
時
30
分
集
合
受
付
）

と
こ
ろ　

市
営
第
一
弓
道
場

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
（
初
心
者
歓
迎
）

定　

員　

30
人

参
加
費　

２
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
他
、
当
日
集
金
）

道　

具　

弓
道
連
盟
で
用
意
し
ま
す
が
、

お
持
ち
の
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

７
月
15
日
㈫
ま
で
に
秩
父
市

弓
道
連
盟
会
長　

新
井
一
隆
宅
☎
・

22

－

４
１
３
９

市
民
弓
道
教
室

37　

温
水
プ
ー
ル
で
は
、
毎
月
指
定
日
時

に
指
導
員
に
よ
る
水
泳
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

レ
ッ
ス
ン
を
始
め
ま
し
た
。

　

各
種
泳
法
の
ポ
イ
ン
ト
指
導
、
正
し

い
フ
ォ
ー
ム
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
息
継
ぎ

の
や
り
方
、
水
中
歩
行
等
、
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
プ
ー
ル
内

に
指
導
員
が
お
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に

声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。
実
施
日
時
は
、

電
話
、
館
内
掲
示
ま
た
は
温
水
プ
ー
ル

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

指
導
員　

日
本
水
泳
連
盟
上
級
マ
ス
タ

ー
指
導
員

問
い
合
わ
せ　

温
水
プ
ー
ル

　

☎
22

－

７
４
１
１

と　　き 内　　　容 会　場

６月18日㈬まで 日本百番観音報恩総開帳記念
《清水史郎　秩父札所絵画展》 展示室１

６月20日㈮～25日㈬ 《第二回　三上雪雅　かな書作展》
午前９時から午後５時まで 展示室1･2

毎週木曜日
午前９時～午後5時 齋藤麗子『押し花教室』（途中昼休みあり） 会議室3

毎週金曜日
午前９時30分～正午

赤岩智恵子『視線の果て絵画教室』
※生徒募集中 会議室3

毎月第２・第４土曜日
午前９時～午後５時

ミル・フールNora　河嵜妙子『押し花教室』
（途中昼休みあり） 会議室3

６月21日㈯
午後1時～随時終了 手作りのつどい 会議室3

　芸術文化会館では、３か月サイクルで、常設展示絵画
の掛け換えを行い、約半数の作品を入れ換えています。
　今回展示している作品は、７月27日㈰まで鑑賞いただ
けます。
　市が所有する絵画を中心に、常設展示室とロビーにて
25点を展示していますので、ぜひご覧ください。
観覧料　一般200円、児童・生徒100円、65歳以上の高齢者・

障がい者・幼児は無料
※観覧料は、常設展示室入室に限り発生します。それ以
外の入館は無料です。

開館時間　午前９時～午後５時
休館日　月曜日（祝日にあたる場合はその翌日）
問い合わせ　芸術文化会館　☎２２－２４０６

40

≪常設展示作品の展示換えを行っています≫

武
甲
山
資
料
館

武
甲
山
貴
重
植
物特

別
展
示

39

　

県
内
で
は
す
で
に

絶
滅
ま
た
は
絶
滅
の

恐
れ
の
あ
る
野
生
植

物
と
し
て
埼
玉
県
レ

ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
、
武
甲
山
貴
重

植
物
の
う
ち
「
ム
ラ

サ
キ
」（
野
生
絶
滅
）

と
、「
ミ
ヤ
マ
ス
カ

シ
ユ
リ
」（
絶
滅
危

惧
Ⅰ
Ａ
類
）
を
開
花

期
間
に
限
り
展
示
し
ま
す
。

展
示
予
定
時
期
・
期
間

○
ム
ラ
サ
キ

　

６
月
中
旬
か
ら
下
旬
の
約
２
週
間

○
ミ
ヤ
マ
ス
カ
シ
ユ
リ

　

７
月
上
旬
の
約
１
週
間

※
開
花
状
況
は
資
料
館
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

休
館
日　

火
曜
日

入
館
料　

大
人
２
０
０
円

　
　
　
　

小
中
学
生
１
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

武
甲
山
資
料
館

　

☎
24

－

７
５
５
５

ミヤマスカシユリ ムラサキ

《　展　示　作　品　一　覧　》
展示期間：５月10日㈯～７月27日㈰

◇常設展示室展示作品　　　　19点
題　　　名 規　格 作　　者

樹（ブルー） １００号 赤　岩　智恵子
残された樹 F１２０号 浅 見 嘉 正
時を見つめて F１００号 雨 宮 嘉 吉
春浅き戸隠 F１００号 新 井 清 永
オランダ風俗 １００号 新　井　秀一郎
柿落葉 １００号 大 野　　 登
荒川の清流 230㎝×200㎝ 大 野 百 樹
地芝居シリーズ「楽屋の人々」 １００号 小 菅 光 夫
待春 １００号 近　藤　壽一郎
鉱山新雪 １３０号 斎 藤 政 一
三原山 105㎝×138㎝ 坂 上 明 司
存在の認識Ⅰ １００号 鷹 啄 栄 峰
瀧 変形８０号 瀧 澤 龍 二
閉ざされた工場 F１００号 名 取 二 郎
ダム 162㎝×112㎝ 根 岸　　 敬
陽だまり F１００号 藤 原　　 登
経る時 １００号 宮 前　　 晃
曽根崎心中 １７０号変形 宮 前 秀 樹
絵馬 １００号 守 屋 順 吉
◇館内展示作品（常設展示室外）　　６点

題　　　名 規　格 作　　者
雪の武甲山 F２０号 浅 見 嘉 正
安曇野秋陽 F２０号 新 井 清 永
刻 F２０号 倉　林　愛二郎
アネモネなど P２０号 近　藤　壽一郎
紫陽花咲く F６号 桜 井 啓 造
野バラの実 F８号 田 島 美 夫
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放
送
大
学

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
「
秩
父
校
」

41

　

こ
の
施
設

は
、
放
送
大

学
の
放
送
授

業
教
材
ビ
デ

オ
や
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
等

を
視
聴
で
き

る
機
器
を
備

え
て
お
り
、

放
送
大
学
生

は
も
と
よ
り
、
多
く
の
方
々
が
気
軽
に

放
送
授
業
に
よ
る
学
習
の
機
会
を
得
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
が
、
事
前
の

申
込
み
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
施
設
の

見
学
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
開
設
一
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
『
特
別
公
開
講
演
会
』

　

秩
父
校
開
設
一
周
年
を
記
念
し
て
、

放
送
大
学
学
長
で
あ
る
石　
弘
光
氏
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。　

と　

き　

６
月
22
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館「
研
修
室
」

テ
ー
マ　
「
地
球
温
暖
化
と
は
何
か
〜
そ

の
影
響
と
対
策
〜
」

参
加
費　

無
料

申
込
み　

６
月
20
日
㈮
ま
で
に
、
電
話

で
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

　

☎
23

－

２
２
９
４

　

お
子
さ
ん
の
教
育
や
進
路
に
関
す
る

悩
み
や
不
安
等
を
お
持
ち
の
方
を
対
象

に
、
学
校
公
開
を
実
施
し
ま
す
。

と　

き　

６
月
24
日
㈫
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
50
分（
受
付
は
午
前
９
時
20
分
）

内　

容　

施
設
見
学
、
授
業
参
観
、
概

要
説
明
な
ど

問
い
合
わ
せ　

秩
父
養
護
学
校（
高
野
、田
村
）

　

☎
24

－

１
３
６
１

秩
父
養
護
学
校　

学
校
公
開

42
埼
玉
青
年
司
法
書
士
協
議
会
主
催

生
活
保
護
１
１
０
番

43　

埼
玉
青
年
司
法
書
士
協
議
会
に
よ
る
、

生
活
保
護
に
関
す
る
無
料
電
話
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

８
月
９
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

相
談
電
話
番
号

　

☎
０
１
２
０

－

０
５
２
―
０
８
８

※
開
催
当
日
だ
け
通
話
可
能
な
専
用
電

話
番
号
で
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

第
10
回

　

楊よ
う

名め
い

時じ

太
極
拳
の
つ
ど
い

44と　

き　

６
月
21
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

内　

容　

太
極
拳
演
舞
の
見
学
と
体
験

服　

装　

運
動
で
き
る
服
装
・
運
動
靴

（
素
足
も
可
）

参
加
費　
無
料（
申
込
み
は
不
要
で
す
。）

問
い
合
わ
せ　

太
極
拳
の
つ
ど
い
事
務
局　

山
中
☎
24

－

６
４
３
０

と　

き　

７
月
５
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　
中
村
児
童
館
・
高
齢
者
憩
い
の
家

内　

容　

ミ
ニ
御
輿
、
屋
台
の
曳
き
回

し
、
中
近
屋
台
ば
や
し
保
存
会
に
よ
る

実
演
・
指
導
、
く
じ
び
き
、
金
魚
す
く

い
、
バ
ザ
ー
、
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど

対　

象　
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で（
乳

幼
児
は
、
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
の
休
憩

用
の
和
室
を
用
意
し
て
い
ま
す
。）

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

徒
歩
、
自
転
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

中
村
児
童
館
・
高
齢
者
憩
い

の
家
☎
22

－

０
７
１
３

児
童
館
ま
つ
り

45
秩
父
市
・
豊
島
区
姉
妹
都
市
交
流

　

親
善
ク
レ
ー
射
撃
大
会

46と　

き　

７
月
27
日
㈰

と
こ
ろ　

東
松
山　

百
穴
射
撃
場

受
付
時
間　

当
日
午
前
８
時
か
ら

種　

目　

ト
ラ
ッ
プ
射
撃
・
ス
キ
ー
ト

射
撃
・
１
０
０
個
撃
ち

定　

員　

ト
ラ
ッ
プ
射
撃
18
人
・
ス
キ

ー
ト
射
撃
10
人

※
ス
キ
ー
ト
射
撃
の
方
大
歓
迎
。（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

参
加
費　

７
，
５
０
０
円
（
ク
レ
ー
代
、

保
険
料
等
含
む
）

賞　

典　

参
加
賞
・
入
賞
の
賞
典
あ
り

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

秩
父
ク
レ
ー
射
撃
協
会
事
務
局　

横
道

　

☎
24

－

６
２
６
４

荒
川
歴
史
民
俗
資
料
館
共
催
展

　
「
秩
父
観
音
霊
験
記
」
公
開

47　

秩
父
観
音
霊
場
の
本
堂
や
観
音
堂
に

架
け
ら
れ
て
い
る
大
絵
馬
は
霊
験
記
の

錦
絵
を
も
と
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和

５
年
発
行
の
全
資
料
を
公
開
し
ま
す
。

と　

き　

６
月
27
日
㈮
ま
で　

午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分
（
月
曜
休
館
）

と
こ
ろ　

荒
川
図
書
館
展
示
室

入
館
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

荒
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　

☎
54

－

１
０
５
８

秩
父
高
校
音
楽
部

　

第
33
回
定
期
演
奏
会

48と　

き　

６
月
22
日
㈰
午
後
０
時
30
分

開
場
、
１
時
開
演

と
こ
ろ　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

内　

容　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
シ
ュ
レ
ッ

ク
」、
組
曲
「
思
い
出
す
た
め
に
」、
そ

の
他
ポ
ッ
プ
ス
曲
、
コ
ン
ク
ー
ル
曲
な

ど
を
歌
い
ま
す
。

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

秩
父
高
等
学
校
音
楽
部

　

☎
22

－

３
６
０
６

と　

き　

７
月
12
日
㈯

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

久
那
公
民
館
集
会
室

内　

容　
「
落
語
と
腹
話
術
」

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

久
那
公
民
館

　

☎
22

－

１
４
９
５

素　

人　

演　

芸　

会

49

秩父市メールマガジン「秩父市ふるさとメール」配信中！
購読登録は、秩父市ホームページからどうぞ
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と　

き　

７
月
12
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

荒
川
公
民
館　

軽
運
動
室

内　

容　

映
画「
母
の
い
る
場
所
」（
主

演
・
紺
野
美
沙
子
、小
林
桂
樹
）の
上
映

と
監
督
槙
坪
夛
鶴
子
氏
の
講
演
会

◎
主
人
公
が
実
母
の
介
護
と
子
育
て
、

そ
し
て
仕
事
に
追
わ
れ
る
な
か
、介
護

を
通
し
て
、夫
婦
の
あ
り
方
や
親
子
関

係
を
見
つ
め
な
お
し
、家
族
の
絆
を
再

発
見
し
て
い
く
姿
を
描
い
た
作
品
で
す
。

入
場
料　

無
料

定　

員　

１
０
０
人

申
込
み　

６
月
16
日
㈪
か
ら
市
民
生
活

課
、市
役
所
総
合
窓
口
お
よ
び
各
総
合

支
所
市
民
福
祉
課
に
て
入
場
整
理
券
を

配
布
し
ま
す
。

※
２
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん

を
無
料
で
託
児
し
ま
す
。ご
希
望
の

方
は
７
月
４
日
㈮
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、な
る
べ
く
乗

り
合
わ
せ
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－

５
２
０
０（
直
通
）

第
15
回　

秩
父
映
画
会

52

男
女
共
同
参
画

映
画
上
映
会
と
講
演
会

50

と　

き　

７
月
26
日
㈯
、
８
月
２
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　
石
間
交
流
学
習
館
・
生
産
農
家

内　

容　

午
前
：
冷
汁
う
ど
ん
作
り
体

験
↓
昼
食　

午
後
：
生
産
農
家
で
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
摘
み

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
で
、
直
接
会
場
に
来
ら
れ
る
方

参
加
費　

２
，
０
０
０
円
（
秩
父
事
件

資
料
等
見
学
・
昼
食
・
保
険
代
含
む
）

定　

員　

30
人

※
応
募
者
が
10
人
に
満
た
な
い
場
合
は

中
止
し
ま
す
。

申
込
み　

７
月
17
日
㈭
ま
で
に
、
希
望

日
・
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
は
が
き

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

吉
田
総
合
支
所　

〒
３
６
９

－

１
５
９
２　

下
吉
田
６
５
８
５

－

２

☎
72

－

６
０
８
３

77

－

１
５
２
９

冷
汁
う
ど
ん
作
り
体
験
と

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
摘
み

51と　

き　

７
月
13
日
㈰
午
前
11
時
〜
、

午
後
２
時
〜
、
５
時
〜
（
３
回
上
映
）

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

前
売
券　

一
般
１
，
０
０
０
円
、
シ
ニ

ア
・
高
校
生
以
下
・
障
が
い
者
８
０
０

円
（
当
日
券
は
各
２
０
０
円
増
し
）

※
時
間
指
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

チ
ケ
ッ
ト
取
扱

　

チ
ケ
ッ
ト
ヤ
オ
、
時
習
堂
、
喫
茶
軽

食
モ
ン
、
喫
茶
タ
カ
ノ
、
秩
父
生
協
病

院
、
カ
フ
ェ
ま
い
ん
、
し
ま
だ
美
容
室
、

出
浦
書
店
、
モ
ン
ブ
ラ
ン

問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
シ
ア
タ
ー
・
エ
フ

秩
父
実
行
委
員
会

　

☎
０
４
８

－

５
５
１

－

４
５
９
２

上演作品「母べえ」

●
雑
木
林
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
Ⅳ

と　

き　

７
月
17
日
㈭

対　

象　

主
に
中
高
年
の
方

参
加
費　

１
，
０
０
０
円
（
昼
食
代
、

施
設
利
用
料
、
教
材
費
、
保
険
料
、
消

費
税
込
み
）

申
込
期
限　

７
月
10
日
㈭

定　

員　

24
人
（
先
着
順
）

と
こ
ろ　

青
少
年
総
合
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
（
電
車
の
場
合
は
芦
ヶ
久
保
駅
集

合
（
無
料
送
迎
あ
り
）、
車
の
場
合
は

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
へ
集
合
）

※
雨
天
決
行
。
た
だ
し
荒
天
の
場
合

は
、
一
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変
更
し
て

実
施
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

青
少
年
総
合
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

－

１
４
６
３

埼
玉
県
青
少
年
総
合

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
催
し

53

●
文
化
体
験
教
室「
木
鉢
作
り
」

と　

き　

６
月
28
日
㈯
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
、29
日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
４
時（
全
２
日
間
・
宿
泊
可
）

と
こ
ろ　

埼
玉
県
森
林
科
学
館

内　

容　

中
津
川
地
域
住
民
の
指
導
に

よ
る
直
径
40
㎝
程
度
の
こ
ね
鉢
作
り

※
昼
食
等
は
持
参
し
、作
業
し
や
す
い

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数　

一
般
10
人（
申
込
順
）

参
加
費　

１
３
，０
０
０
円
程
度 

（
材

料
の
大
き
さ
に
よ
り
ま
す
。宿
泊
費
、昼

食
代
別
）

●
中
津
川
周
遊
券　

発
売
中

　

中
津
川
地
域
を
散
策
し
な
が
ら
４
つ

の
施
設
で
楽
し
め
ま
す
。

実
施
日　

土
・
日
・
祝
日（
５
月
、８
月
、

11
月
は
毎
日
実
施
し
ま
す
。）

料　

金　

大
人
１
，０
０
０
円
、小
学
生

７
０
０
円（
通
常
大
人
１
，７
５
０
円
、

小
学
生
１
，４
５
０
円
）

※
当
日
限
り
有
効
で
す
。

利
用
施
設
と
内
容　
お
お
た
き 

こ
ま
ど

り
荘
：
日
帰
り
温
泉
、中
津
川
村
キ
ャ
ン

プ
場
：
中
津
川
温
泉
源
内
風
呂
、奥
秩
父

源
流
中
津
川
渓
流
釣
り
場
：
イ
ワ
ナ
の

塩
焼
き
、埼
玉
県
森
林
科
学
館
：
オ
モ
シ

ロ
工
作
・
天
然
湧
水
龍
神
水
汲
み（
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
付
き
）

販
売
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
管
理
事
務
所

　

☎
56

－

０
０
２
６

彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森

54

上演作品
「母のいる場所」
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●
川
で
遊
ぼ
う

と　

き　

７
月
12
日
㈯
午
前
10
時
30
分

〜
13
日
㈰
午
後
１
時
20
分（
１
泊
２
日
）

と
こ
ろ　

荒
川
総
合
運
動
公
園
集
合
、

大
滝
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
泊

対　

象　

小
学
生
と
そ
の
家
族

定　

員　

50
人（
先
着
順
）

内　

容　

荒
川
で
の
浅
瀬
釣
り
、魚
の

天
ぷ
ら
揚
げ
、夜
間
の
昆
虫
採
集
、河
原

で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

参
加
費　

小
学
生
３
，３
０
０
円

　
　
　
　

大　

人
３
，８
０
０
円

申
込
み　

７
月
１
日
㈫
か
ら
、電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
事
業
名
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
）に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

大
滝
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

☎
55

－

０
０
１
４

55

－

０
０
６
３

大
滝
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
の
催
し

55●
ド
キ
ド
キ
！
夜
の
動
物
探
し

と　

き　

７
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

対　

象　

一
般

参
加
費　

１
０
０
円

定　

員　

20
人（
申
込
順
）

申
込
み　

６
月
20
日
㈮
か
ら
、電
話
、Ｆ

Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
、は
が
き
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

名
栗
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

〒
３
５
７

－

０
１
１
１　

飯
能
市
上
名

栗
１
２
８
９

－

２

　

☎
０
４
２

－

９
７
９

－

１
０
１
１

名
栗
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
の
催
し

56

　

０
４
２

－

９
７
９

－

１
０
１
３

　

Ｅ
メ
ー
ル　

info@
naguri-genki.com

長
瀞
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
の
催
し

57●
種
蒔
き
か
ら
の
そ
ば
作
り

と　

き　

８
月
24
日
㈰
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分
（
日
帰
り
）

対　

象　

小
学
生
以
上 

（
小
中
学
生
は

保
護
者
同
伴
）

内　

容　

そ
ば
の
種
蒔
き（
11
月
８
・
９

日
そ
ば
収
穫
、
12
月
６
・
７
日
そ
ば
打

ち
３
回
連
続
参
加
が
原
則
）

参
加
費　

小
中
学
生
８
，
６
０
０
円

程
度
、
一
般
９
，
８
０
０
円
程
度
（
３

回
通
算
）

定　

員　

50
人
（
抽
選
）

申
込
期
間　

７
月
１
日
㈫
〜
７
月
22
日
㈫

●
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
＆
砂
金
採
り

と　

き　

８
月
30
日
㈯
午
後
１
時
〜
31

日
㈰
午
後
１
時
30
分
（
１
泊
２
日
）

対　

象　

16
歳
〜
25
歳
の
方

参
加
費　

４
，
２
０
０
円
程
度

定　

員　

40
人 

（
抽
選
）

申
込
期
間　

７
月
１
日
㈫
〜
31
日
㈭

申
込
み　

往
復
は
が
き
（
事
業
名
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号

を
明
記
）
ま
た
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

長
瀞
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

〒
３
６
９

－

１
３
１
２　

長
瀞
町
井
戸

３
６
７　

☎
66

－

０
１
７
７

み
ど
り
の
村
の
催
し

58●
ジ
ャ
ガ
イ
モ
堀
り
体
験

と　

き　
７
月
６
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費　

１
，０
０
０
円

定　

員　

20
人（
抽
選
）

申
込
締
切　

６
月
27
日
㈮
必
着

●
ウ
サ
ギ
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

と　

き　
７
月
13
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費　

無
料

※
毛
糸
作
り（
手
つ
む
ぎ
）の
実
演
も
あ

り
ま
す
。

●
そ
ば
打
ち
体
験

と　

き　
７
月
20
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費　

１
，０
０
０
円

定　

員　

28
人（
抽
選
）

申
込
締
切　

７
月
12
日
㈯
必
着

と
こ
ろ　

若
者
セ
ン
タ
ー

申
込
み　

往
復
は
が
き
に
イ
ベ
ン
ト

名
・
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
年
齢
を
記
入
し
、
左
記
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

み
ど
り
の
村
管
理
事
務
所

〒
３
６
８

－

０
１
０
１　

小
鹿
野
町
下

小
鹿
野
27　

☎
75

－

３
４
４
１

　

最
近
、
秩
父
鉄
道
の
車
両

の
一
部
が
カ
ラ
フ
ル
に
塗

装
さ
れ
た
の
を
ご
存
じ
で

す
か
。
昨
年
９
月
の
オ
レ
ン

ジ
色
か
ら
始
ま
り
、
青
色
、

黄
色
、
ウ
グ
イ
ス
色
と
、
現

在
４
色
４
編
成
の
電
車
が

走
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
車
両

は
、
秩
父
鉄
道
が
Ｊ
Ｒ
か
ら
購
入
し
た
旧
１
０
１

系
と
呼
ば
れ
る
中
古
の
電
車
で
、
現
在
、
鉄
道
博

物
館
に
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
鉄
時
代
に
塗
装
さ
れ
た
電
車
を
見
て
、
通
勤

や
通
学
、
ま
た
旅
行
な
ど
で
乗
っ
た
「
あ
の
日
、

あ
の
頃
」
の
記
憶
が
よ
み
が
え
っ
た
方
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
の
脳
裏
に
、「
昭

和
」
と
い
う
文
字
が
浮
か
び
ま
し
た
。

四四四四
季季季季

彩彩彩彩
々々々々

ししし

さ
い
さ
い
さ
い
さ
い

さ
い
さ
い
さ
い
さ
い

ききき

※医師会休日診療所の診療時間は、午前10時から午後５時までです。
※休日診療所以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
　その後はお電話ください。（藤岡市を除く）
※秩父郡市医師会（http://www.chichibu.ne.jp/̃ishikai）または、
藤岡多野医師会（http://fujiokatano.gunma.med.or.jp/index.html）
のホームページで確認できます。

６
月
15
日

医師会休日診療所
本 間 医 院
秩 父 病 院
く す の 木 病 院

（内・小）
（内・小・リウマチ）

熊木町
小鹿野町
宮側町
藤岡市旭町

☎23－8561
☎75－0020
☎22－3022
☎24－3111

６
月
22
日

医師会休日診療所
秩 父 生 協 病 院
小 鹿 野 中 央 病 院
星 野 医 院

（内・小）
（内・小）

熊木町
阿保町
小鹿野町
藤岡市仲町

☎23－8561
☎23－1300
☎75－2332
☎22－0116

６
月
29
日

医師会休日診療所
片 田 医 院
皆 野 病 院
篠 塚 病 院

（内・小）
（外・内）

熊木町
下影森
皆野町
藤岡市篠塚

☎23－8561
☎22－1801
☎62－6300
☎23－9261

７
月
６
日

医師会休日診療所
横田内科・呼吸器科クリニック
秩 父 市 立 病 院
光 病 院

（内・小）
（内・呼）

熊木町
小鹿野町
桜木町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎72－7447
☎23－0611
☎24－1234

７
月
13
日

医師会休日診療所
水 野 医 院
秩 父 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（ 内 ）

熊木町
山 田
宮側町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎22－3315
☎22－3022
☎52－3121

「秩父市よいまちモニター」会員募集中！
詳しくは、秩父市ホームページからどうぞ
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※詳細については、今月号26・27ページおよび５月号の「保健センターからのお知らせ」をご覧ください。
　また、３月号の市報と一緒に世帯配布した冊子「平成20年度 秩父市健康カレンダー」もご活用ください。

６月
７月

保健センター
カレンダー

６月の納税

市県民税　　　第１期分

●高３相当の年齢
の方
麻しん風しん定
期予防接種
（秩父）

●健康相談・育児
相談（大滝）

●健康相談
（秩父：高篠公
民館）

●４か月児・10か
月児健康診査・
BCG予防接種
（吉田）

●高３相当の年齢
の方
麻しん風しん定
期予防接種
（秩父）

●言語リハビリ教
室（秩父）

●ことばの相談
　（吉田）

●10か月児健診
　（秩父）

●４か月児健診
　（秩父）
●よしだ元気塾
　（吉田）

●ＢＣＧ予防接種
（秩父）

●乳・子宮がん検
診（秩父）

●乳・子宮がん検
診（秩父）

●親子ふれあい教
室（荒川）

●健康相談
（秩父：福祉女
性会館）

●１歳６か月・３
歳児健診・歯み
がき教室（荒川）

●１歳6か月児健
診（秩父） 

●言語リハビリ教
室（吉田）

●育児相談（秩父）●健康相談
（秩父：大田公
民館）

●健康相談
（秩父：渓流荘）
●育児・健康相談
（吉田）

●健康相談
（秩父：影森公
民館）

●乳・子宮がん検
診（秩父）

●健康相談
（秩父：原谷公
民館）

●言語リハビリ教
室（荒川）

●出前料理教室
　（荒川）

●3歳児健診
　（秩父）
●親子ふれあい教
室（荒川）

●健康相談（荒川）●三種混合予防接
種（秩父）

●健康相談・育児
相談（大滝）

●健康相談
（秩父：尾田蒔
公民館）

●両親学級１日目
（秩父）
●育児相談（荒川）

６/10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 ７/１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

●乳・子宮がん検
診（吉田）

●健康相談（荒川） 

●３歳児健診
　（秩父）
●親子ふれあい教
室（荒川） 

●１歳６か月児・
３歳児健康診査
（吉田）

●両親学級３日目
（秩父）
●ことばの相談
　（吉田）

●10か月児健診
（秩父）

●４か月児健診
　（秩父）
●よしだ元気塾
　（吉田）

●健康相談
（秩父：久那公
民館）

●親子ふれあい教
室（吉田）

●両親学級２日目
（秩父）

13 14 15 16 17 18 19



　４月21日、サッカーＪ１リーグのクラブチー
ム「大宮アルディージャ」の渡邉誠吾代表が栗
原市長を表敬訪問しました。大宮アルディージ
ャは、昨年12月に設立10周年を迎えたクラブチ
ームで、地元埼玉に本拠地を置いて着実にステ
ップアップを遂げてきたチームです。また、積
極的に地域貢献活動に取り組んでいることで高
い評価を得ています。
　渡邉代表は、今後も地域の皆様との連携を強
め、サッカーを通じてスポーツの楽しさを子ど
もたちに伝えていきたいと話されていました。
　なお、６月28日㈯の東京ヴェルディ戦（熊谷
スポーツ文化公園陸上競技場）では、県北の多
くの皆様に、生のプロサッカー観戦を体感して
いただきたいとのことです。

大宮アルディージャ代表が大宮アルディージャ代表が
秩父市を訪問秩父市を訪問

　芝桜の見ごろを迎えた４月23日と花の終わ
りに近づいた５月８日の２日間、羊山公園「芝
桜の丘」において、秩父市民踊連合会の皆さ
んによる流し踊りが行われました。
　和銅奉献1300年を記念して作られた「開珎
音頭」などを塗克康さん、「芝桜音頭」を栗
原市長、そして、「秩父音頭」を大嶋功八さ
んと佐藤キヨ子さんが歌い、力強い歌声に合
わせて、芝桜の中で繰り広げられた優雅な踊
りを観光客の皆さんも楽しんでいました。

　「ブドウ生産者や醸造者の顔の見えるワイ
ンを販売したい」との想いから15年。県内初
となる地場産のブドウを使って樽熟成ワイン
を製品化させた深田和彦さん（日野田町）が
栗原市長を訪ね、完成にいたる経緯を報告さ
れました。
　ブドウは、市内のブドウ栽培農家が手塩に
かけて作った赤ワイン用のベリーＡ種とカベ
ルネ種、白ワイン用のセイベル種。深田さん
は、「秩父の風土が100％詰まったワインを多
くの方に味わっていただきたい」と話されて
いました。

秩父産ブドウ100％のワイン誕生！秩父産ブドウ100％のワイン誕生！

　荒川白久地内のキャンプ場跡地に、ヤマ
ツツジの里を開園しようと、特定非営利法人
「森」（山口芳夫理事長）と地元の下白久町会
（千島進会長）が現地調査を始めました。
　標高423メートル、広さ約４ヘクタールの
跡地には、昭和30年代後半にヤマツツジ約
1000株が植えられており、現在は高さ３メー
トルほどに成長し、時季には深紅の花をたく
さん咲かせています。今後は、自然豊かない
やしの空間として、大勢の方に楽しんでもら
えるよう遊歩道や園内の整備を進め、１年後
の開園を目指すとのことです。

秩父にヤマツツジの里を秩父にヤマツツジの里を

華やかな秩父音頭流しが行われました華やかな秩父音頭流しが行われました
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札所30番法雲寺のフジの花札所30番法雲寺のフジの花
多くの人を魅了！多くの人を魅了！

「城峯山」山開き「城峯山」山開き

「道生町笠鉾収蔵庫」が完成「道生町笠鉾収蔵庫」が完成

◆ まちのわだいをお寄せください ◆
　皆さんの身近にあるまちのわだいを、お気軽
にご連絡ください。
　連絡先　広報広聴課　 ☎ 22 － 2505（直通）
　　　　　　　　　　　 ☎ 22 － 2211内線 1296
　　　　　　　　　　 　koho@city.chichibu.lg.jp

～奥秩父大滝新緑まつり～～奥秩父大滝新緑まつり～

「大陽寺ウオーク」開催「大陽寺ウオーク」開催

　道生町会の念願
であった道生町笠
鉾収蔵庫が完成し、
４月29日に完成式
典が行われました。
　収蔵庫は、秩父
駅入口交差点から
秩父公園橋方面に
100ｍほど下った
道沿いに建設され、
公会堂、観光トイ
レが併設された構造になっています。
　４月30日から５月５日までの期間には、完
成を祝って道生町笠鉾の飾り置きが行われ、
ゴールデンウィークや芝桜の開花時期と重な
り、多くの方にご覧いただきました。

　吉田石間にある城峯山の山開きが、５月３
日に行われました。当日は、山頂直下の城峯
神社例大祭も行われ、大勢の参詣者でにぎわ
いました。例大祭の祭典では、市指定無形民
俗文化財の諏訪神社神楽（漆木神楽）が奉納
され、城峯神社参道の杉並木には千本旗が立
てられ、信仰の山としての歴史が脈々と受け
継がれています。
　標高1,038ｍの城峯山には、関東平野を一
望できる展望台があり、春には山野草を、ま
た、秋には紅葉狩りを楽しみに季節を通して
多くの登山者が訪れます。

　５月５日、奥秩父大滝新緑まつりのイベン
トのひとつとして「大陽寺ウオーク」が開催
されました。
　このイベントは、大滝観光協会と秩父鉄道
の共催により行われたもので、147人の参加
者が新緑や森林浴を楽しみながら三峰山駐車
場から大血川の大陽寺まで歩きました。
　当日は、三峰山特有の霧の中での出発とな
りましたが、参加者は下るにつれ鮮やかにな
る新緑や見ごろとなったシャクナゲを鑑賞し、
名物の「ずりあげうどん」を味わいました。

　５月の初旬から中旬にかけて、荒川白久地
内の札所30番法雲寺のフジの花が見頃になり、
巡礼に訪れた多くの人々の目を楽しませまし
た。
　このフジの花は、「三尺藤」といわれる種
類で、花が咲くと約１メートル（三尺）にも
なります。また、境内ではボタンやシャガ、
本堂に至る石段の両脇に植えられたサツキも
咲き、庭園の花々と緑あふれる木々、そして、
歴史ある観音堂などが生み出す色彩のコント
ラストが調和して大変美しい景観を生み出し
ていました。


